
Ethnography : Ethnography of the Winds : A
Torres Strait Islander View of the Natural
Environment

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2010-02-26

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 松本, 博之

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.15021/00003603URL



松本　風の民族誌、あるいは風の民族詩

風の民族誌、あるいは風の民族詩

トレス海峡諸島民のもうひとつの自然

松 本 博 之*

1.　 は じめに

Ⅱ.　 トレス海峡諸島民のひとつの自然

　1.環 境のタクソノミー

2.戦 略 としての自然像の射程

Ⅲ.　 トレス海峡の風と人びと

　1.風 と時間 ・空間

2.風 と社会

　3.風 と身体

　4.　 「風が吹く」ということ

Ⅳ

。　 トレス海峡諸島民のもうひとつの自然

　　 一風の民族詩

　1。 歌 ・ダンスと人びと

　2.ナ イガイ(北 風)の 歌

3。 クキ(北 西風)の 歌

4.　 ワウール(南 東風)の 歌

　5.ゼ イ(南 風)の 歌

V.む す びにかえて

〈非自然〉は文化とい う名のフィルターをとおして見られる以前の自然

である。……知的に一われわれの知の枠組みに位置づけて一見られたら

お しまいなのである。森羅万象がそこから生まれてくる自然の母胎,時

・空の誕生す る以前の眼に見えない自然……それがくほんとうの自然〉

なのである。

岩田慶治 『人間 ・遊び ・自然』(pp.86-787)よ り

同一化(identification)と は,対 象に共感 し,対 象の行動,姿 勢,態 度な

どを,そ の場の状況とともに自己の内部へとりこむことである。強い共

感をともな うほど,あ たかも自分が対象と同一であるかのように感 じて

しまい,… …自他未分の状態になる。

藤岡喜愛 『イメージと人間』(p.141)よ り

1.は じ め に .

・自然 と人間 とい う問題
,こ れはつねに人間につ きま とってきたテーマである。 いつ

の ころか らか,人 間は,学 問 ・研究の対象 と して,さ まざまな角度か らそれ に近づ き,

論 理的 に説明 して,そ の問題を認識 しようとして きた。 しか し,人 間 とは,自 然 を対
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象として知覚 し,思 考するのではなく,な によりもまず,自 然のなかで,あ るいは自

然において生きている存在なのである。そのことは,意 味とい う病を患 う,研 究をも

っぼらとする一部の特殊な人間をのぞけぽ,世 界の多くの人びとのいつわ らぬ姿であ

ろ う。

　ところで,近 年,こ うした人間と自然ない し環境 という問題に,思 弁におちいるこ

となく正面からとりくみ,理 解をふかめようとしてきたのは,生 態学的な視点からの

探究である。とくに,そ の生業活動の一部に,今 日でも狩猟や漁労や採集がふ くまれ

ているぽあいには,在 地の人びとによる 「自然環境の認識,あ るいはかれ らにとって

の自然」を研究の枠組みのなかにとりいれて,人 間一環境系のモデルの精緻化をはか

ろ うとしてきたことはよく知 られている 【川田 ・近森 ・太田 ・足立1988;松 本

1989】。

　そ うした人びとが,生 業活動をとおして,自 然 と多 くのかかわ りをもち,そ の自然

に対処するために,在 地の自然についての詳細な知識をもっていること,と いうより

も,そ うした実践をつ うじてこそ,ま さに,か れらの 「自然」を構成 してきたことは,

まぎれもない事実であろ う。

　 しか し,た しかに生業活動が人間に不可欠の営みであるとしても,合 目的性を貫こ

うとする生態学的な研究者の描 く 「適応の戦略」 としての人間の自然像,つ まりかれ

らの生業活動をとおして構成されたく自然〉だけが,か れらにとっての,つ まり人間

にとっての唯一の自然の姿なのであろうか。そこでは,論 理的な自然,知 識としての

自然だけが問題にされ,生 きている人間にとっての自然の リアリティが描きだされて

いないのではなかろうか。

　それは,そ の人びとの構成した実像 というよりも,そ こには,る自然を人間の道具 と

して,い いかえると,た んなる資源 とみなす態度もふくめ,視 点を限定 して,分 析の

深度をふかめようとする研究者側の姿勢が影を落としていないこともない。

　それに,「適応の戦略」としての自然の認識は,人 間の意識的なはたらきによって,

みずか らの枠組みのなかに,自然をはめこもうとする意志をうつ しているものであ り,

自然を管理統制 して,み ずからに従わせ ようとする方向につながるものでもある。

　そこからは,生 活資源 としての自然とならんで,も うすこし深みのある,人 間と応

答しあう,も うひとつの重要な自然,情 動をよびさまし,自 己を拠棄させるような自

然のダイナ ミックな側面はあらわれてこないように思われる。

　そのために,こ れまで,い ささか,上 記のような生業活動にたずさわる人びとの自

然像,あ るいはそれをもふ くめた,か れらの人間像がいびつなものとして描きだされ
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て きた ように思われる のである。それで,こ め小論 の 目的は,そ うした生態学的 な視

点か ら描かれ てきた 自然像,ひ いては人間像 の狭隆 さを,す こしでも正そ うとす るこ

とにある。

II。　 ト レス 海 峡 諸 島 民 の ひ とつ の 自 然

さて,ま えの節で述べたことを,も うす こし具体的にするために,こ こでは,ま ず,

図1　 トレス海峡諸島概念図
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生態学 的な視点か ら トレス海峡諸 島の人 び とを と りあつか ったB.ニ ーチ ュマ ン夫妻

の研究 【NlliTSCHMANN　 1977,1980;1985,1989;NIETscHMANN,　 B.&J.1981】 を

参考 に して,ト レス海峡諸島民,と くにマブヤグ島の人び とのひ とつの 自然像 を描い

てみ よう。

　 トレス海峡諸島は,オ ース トラ リアのケープ ・ヨーク半 島と三 ユーギ ニアの南部海

岸 とのあいだに位置 している。文化接触後,す でに100年 あ ま りを経過 してお り,住

民構成や文化の変容はかな りいち じるしいが 【大島　 1983:2-30】,生 業 の一部 と して,

今 日で も,ジ ュゴン(1)ugong　 dugon)と ア オウ ミガメ(Chelonia〃rydas)を 対 象 と

した狩猟,魚 介類や クレイフ ィッシュの漁 労 といった海域 での活動が さかんにおこな

われている地域である 【松本　 1977】。 マ ブヤ グ島は海峡の,ほ ぼ中央,西 寄 りに位置

す る周囲8kmほ どの小 島,30戸,150人(1989年)ほ どの人び とが暮 ら してい る(図

1)。

1.環 境 の タ ク ソ ノ ミー

　 さて,B.ニ ー チ ュマ ン氏は,ト レス海峡 の人 び とと環境 のかかわ りと して,島 び

とたちがいかに海洋環境 を とらえ,カ テゴ リー化 しているのか,そ こか ら生みだ され

る諸概念 がいかに狩猟 ・漁労対象 の行動習性 と対応 してお り,し か も,か れ らの狩猟

・漁労活動 のパ タ ンに影響 をお よぼ してい るのかに焦点をあて
,島 び との,つ ぎの よ

うな 自然像 を描 きだ している。

　 ジュゴンや アオウ ミガ メの狩 りをす るかれ らには,当 然予想 され る ところではある

が,ま わ りの海についての,き わめて複雑 で,こ まかな民族科学(ethnoscience)的

な知識の体系があ るとい う。

　そ うした体系 の1つ に,潮(ur,　 bubu)に か んす る知識が あ る。村 び とが,と く

に 「海では,魚 も,ウ ミガ メも,ジ ュゴンも,あ らゆ るものが潮 とともに動 く」 と強

調す るように,か れ らは50以 上 にものぼ る 「潮の名称」 によって,潮 のさまざまな姿

をことこまか に とらえ,潮 の世界 を鮮 明に うかびあが らせている。それ らは,た とえ

ぽ,kukiau　 sika　ur(北 西 季節風期 の,小 潮時の,夜 の満 ち潮),　kutau　 usalai(南 東 貿

易風期 の,午 後 の,に ごった引 き潮),kadigat(小 潮 時 の2度 の満 ち潮 のあいだの,

なが く,透 明な,ゆ るんだ潮)な ど,そ の名称にお りこまれ てい るよ うに,潮 の高 さ,

潮 の流れ ・速 さ ・方向,に ご りぐあい,そ れに風む きやその強 さをめやすに して,複

合的 に区別 されているらしい。

　 ところで,こ うした体系的な ものでは ないが,わ た し自身が経験 した ものに,つ ぎ
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の ようなで きごとがあった。

　マブヤ グ島に滞在 中のある午後の こと,ク リス(κ 麟 ∫その時期の卓越風 とおな じ

方向にながれ る速い潮)の 満 ちて くる海岸にたたずんでいた老人(G.Gaulai氏)が,

波 打ちぎわか ら,海 草の切れ端をひろいあげた。かれは,そ れを見て,言 うのであ る。

「ジ ュゴン が珊瑚礁の風下の側で,ク リスの潮のなかで,食 べていた」 と。た った5

セ ンチほ どの海 草の切れ端か ら,か れは,ど こで,ど のよ うな状態 で,ジ ュゴソが索

餌 していた のか を推測す るので ある。「この切れ端 には,切 口がななめにはい ってい

る。 クリスの ときには,潮 のながれが速 く,海 草は まっす ぐ立 っていない。それに,

ジ ュゴン も,潮 のながれにあお られて,正 しい姿勢を保つ ことがで きない。 それ にま

た,ク リスの とき,か ろ うじて索餌で きる ところといった ら,珊 瑚礁の内側 だけ だ。

グタ ッ ト(gutat卓 越 風 とは逆方 向にながれ る三角波の立つ潮)な らぽ,潮 がゆ るみ,

海 草 もまっす ぐ立 って,食 べやす く,ジ ュゴンに しろアオウ ミガ メに しろ,狩 りには

適切 なときだ(か れ らは,そ の潮を,ア イ グ ・ブブaingU　 bubu,食 物 の潮 ともい う)」

とい うわけであ る。 かれ らの海についての知識 のあ りようの ダイナ ミックさを うかが

うことがで きるであろ う。

　 さて,2つ めの知識 の体系 は,ほ ぼ640k㎡ に もお よぶ マブヤグ島 の海域,な かで

も,引 き潮に ともな って,干 上が った り,浅 い水域 となる190k㎡ ほ どの周辺海域 の

海底の地形 ・地 質につ いてであ る。 そこは,か れ らがふだん狩 りを し,30種 あ ま りの

魚や貝,そ れに甲殻類 の クレイ フィッシュ(kayar,ニ シキエ ビ,　Panulirus　 ornatus)

や マ ソグ ローブ蟹(gitalai)を す な どる舞台であ る。

　 その地域一帯 は,ま るで地上 とおな じように,大 小の珊瑚礁(maza,　 gartha),砂

堆(suru〃2),岩 礁(kurusar),珊 瑚 礁 内の細 い まが りくね った水路(ngukid)ぽ か

りか,特 定 の魚や クレイ フィ ヅシュ,ウ ミガメ,ジ ュゴ ソの珊瑚礁付近 の索餌場所

　 (dha〃7utnga)な どが,こ まか く名づけ られ,か れ らの世界 にと りこまれてい るので

ある。 じっさい,海 のなかの巨大な珊瑚礁であ って も,た とえば クイ ック ・パ ッ ドの

よ うに,地 上 とおな じく,〈 第一の丘 〉とよぼれ ている もの もある。

　 上記 の用語 はそれ ぞれ地形 ・地質 の一般 名(koei　 nei)を あ らわす ものな のだが,

個 々の場所には,こ れ以外に,固 有名(〃10egi　 ne1)が つ け られてい る。た とえば,

ダイプイ ワル.タ イ クイ ワルの内釦 といえぽ,640k㎡ の 海域のなかで,マ ブヤグ島

の南 にひ ろが る東西16,7kmの クイ ック ・パ ッ ド珊瑚礁 の うえの50m前 後 の広 が り

を指す ことにな るのである。

　 そ うした海上において,自 己の位置 の確認のために,主 要島の尾根や岬,そ れに付
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近の小 島な どをめやすに した 「ヤマタテ」がつかわれてい ることはい うまで もない。

私 自身 も,こ れ までい く度 とな く,か れ らの狩 りや魚釣 り,ク レイ フィッシュ漁に同

行 させて もらったが,そ うしたポイン トの選定だけでな く,珊 瑚礁 や浅瀬を さげなが

らの遠隔地への航行に さい して も,そ れ らが重要 なめやす とな っていた。

　それは ともか く,こ うした地形 ・地質 の一般的な用語 と固有名 とに よって,周 辺の

海域が分類 され,そ れ らを相関 させた空間的な座標系 を とお して,特 定の場所を うが

ぴあが らせ る知識 の体系が存在す るとい うことである1)。

　そ して,最 初に述べた 〈潮 〉についての知識の体系 とく場所 〉についての知識の体

系が無関係 に並存 しているわけではな く,狩 猟 ・漁労 とい う具体的 な行動においては,

潮 ・風 の状況に左右 され る活動 のタイ ミン グは,か れ らに とって,ほ かで もな く,ま

さに場所 の選択の問題 だ,と い うことになる。 それゆえ,具 体 的な 「(しお)と き」

は,具 体的 な 「場」 との対応 において,イ メージされ るとい って よい。

　 た とえば,B.ニ ー チ ュマン 氏に したが って,そ の もっとも大 まか な例を要約すれ

ば,1)南 東 の貿易風期(sa8・erau　 tonar,　waurau　 tonar,ほ ぼ4月 末か ら9月)は,

つ よい風 が吹 きつけ て,海 上 はおおむね荒波 となる。 日中,潮 がひ くいため,狩 猟 は

おもに島付近 にジ ュゴンを もた らす夜間の満ち潮時 におこなわれ る。2)そ のあ との,

写真1　 捕獲されたジュゴンと村の男たち

1)こ の一般名と固有名 嚇 殊名)と いうタクソノミーによる体系化の万法は,ほ かの面でSS　1

つかわれる機会が多く,そ の点では,か れらがいかに論理的にものごとを考えているかを う

かがわせて くれるのである。
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ほぼ2ヵ 月間にわたる,か ろやかな北風の季節(naigai　 tonar)に は,海 はおおいに

凪ぎ,狩 猟には好適で,夜 間には,夜 光虫が水面下での獲物の動 きを知らせ,一 方,

日中も,海 水が澄んでいるので,た やす く見つけることができる。3)の こりの,12

月末か ら3月下旬におよぶ,北 西季節風の卓越する雨期(kukiau　 tonar)で は,ス コー

ルや嵐や強風が遠出の狩猟行をこぽむこともあるが,お だやかな 日もあ り,日 中が満

ち潮であるために,か えって狩猟条件はよい。それのみならず,北 西の嵐が珊瑚礁に

吹きつける,一 見最悪の条件下においても,ジ ュゴンは島の風下の側のにごった水域

で群れをなして索餌することを,島 びとは熟知 しており,最 高の狩猟条件をあたえる

ことになる,と いう。

　 こうした 「とき」と 「場所」との関係づけは,狩 猟 ・漁労 とい う活動をはなれても,

あとで述べるように,か れ らの概念体系において,「時間」と 「空間」の基本的なあ

りようを しめしているのである。

　 これ以外にも,B.ニ ーチュマン氏は,魚 類やジュゴンやアオウミガメにかんする

分類体系,そ うした狩猟 ・漁労対象の水面下における位置の確認方法についての知識

の存在にもふれながら,「(かれらには)詳 細をきわめる,論 理的に首尾一貫 した知識

と理論体系があ り,そ れが人間と自然の領域を1つの生態的な単位に統合 し,そ のこ

とが流動性にとむ海洋環境において,か れ らに実践的な狩猟 ・漁労上の意思決定を可

能にさせている」【NIETscHMANN　 l980:12-13】 ともい うのである。

　 そ して,こ うした,か れらの自然の認識は,か れらが生業活動をとお して,高 質の

タンパ ク質と脂肪を獲得するための戦略であ り,同 時に資源管理にむけても役だって

いる,と い うわけである。
　 /

　 2.戦 略 としての 自然像の射程

　さて,そ うした知識 の成立 ちは,B.ニ ーチ ュマ ン氏が説 くように,研 究者 の 目を

とお して分析的かつ論理 的に述べれば,村 び とに よって,と りま く世界を,差 異に注

目しなが ら,分 節化 し,カ テ ゴ リー化 し,そ れ らの諸要素 を 「捕獲効率の増大」 とい

う視点か ら相関 させ,組 みあげて,構 成 された体系である といえよ う。

　 しか し,島 び とに とっての よ り具体的なあ り方 としては,ま さに具体的な潮 のあ り

ようと,具 体的 な場所 のあ りように よって,し か も両者の対応 において,最 初 か ら トー

タルにその もの として,経 験 され,イ メージされ るのであ る。このよ うに,研 究者 の,

分析 的な,「 科学 的」であろ うとす る説 明の当否 を一応問わないな らぽ,B.ニ ー チ ュ

マン 氏が描 きだ したく潮 〉や 〈場所〉の知識は,村 び とたちが,常 日頃,当 然視 して
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いる 自然の一面である ことに まちがいはない。

　 しか しなが ら,こ の ように,捕 獲の効率をたかめる とい う意図の もとで,ま さに適

応のための戦略 として,在 地の人び とが とらえた く自然 〉,静 的な〈 自然 のパ タソ〉

は,は た して人間 としてのかれ らに とって,ど れほ どの深みを もつ ものなのであろ うか。

　そ うした自然は,ど ち らか といえば,い くつかの量的 な側面か らとらえ られた統計

的近似値 としての 〈自然 〉であ る。人間 としてのかれ らに とっての 自然 の質 の側面に

まではお よんでいない。かつて ニューギニア高地で調査 した生態人類学者 のラバポ ー

ト(Roy　 A.　Rappaport)は,「 在地 の人び とは(こ うした生活 の戦略 のための)知

識 を,自 明で,つ か の間 のもので あ り,さ ほ ど基 本的 な もの とは考 えてい ない」

【RAPPAPoRT　 1979:126]と 指 摘 してい る。 この ように,最 初か ら,人 間か ら切 り離

され(対 象化 され),生 業活動 のための戦略 として意識的 ・論理的に くみあげ られた

く 自然 〉,す なわ ち生活資源 としての く自然 〉,あ るいは管理対象 としてのく 自然 〉

とい う,せ ま くる しい姿は,在 地の人び と自身のイ メージす るく自然〉 とい うよりも,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

「科学的」であろうとするために,人 間を押 しこめようとす る研究者の無自覚的な暴

力が働いていないこともない。

　 ところが,こ のように道具化 された意味づけの次元とは,一 方では関係を有しなが

らも,他 方では,そ うした 「～のために」という道具的 ・手段的な目的性をともなっ

たまなざしによって構成されている世界から去って,あ るいはそ うしたまなざしのは

たらく以前に,直 接無媒介に呼応関係 【岩田　 1986:131を むすぶ,か れらの存在やア

イデンティティにとって不可欠のく自然〉があるように思われる。それが,こ こでの

問題なのである。

　ただ,私 としては,目 下,こ れを始めたぼか りであ り,議 論を展開できる段階にま

ではいたっていない。それゆえ,こ の小論はそのための中間報告,な いし予察的考察

であることをあらか じめおことわ りしておかねばならないだろう。しか し,あ とで述

べるように,こ こでとりあつか う問題が,分 析的かつ論理実証的な科学的思考法にな

じむものか どうか,と い う問題点もかかえている。その基盤は,ま さにかれらの身体

性,あ るいは心に根づいているものであ り,そ の現象形態ないしあ りようにかん して

は,分 析的に説明しても近づくことのできない分野かもしれないからである。そこに

接近するには,自 己の身体性をもって,感 得ないし了解しなければならない側面を・

す くなからず,ふ くんでいるように思われる。だから,中 間報告ないし予察的考察で

あるとい う意味は,私 の感得ないし了解がそこまでいたらず,今 後のふかまりを侯た

ねばならないということである。
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Ⅲ.　 トレス海峡の風 と人び と

　ここで と りあげるのは,風 である。 なぜ,風 なのかは述べてい く過程 でおわか りい

ただけ るだろ う。 トレス海峡諸島では,南 緯10度 線 がほぼ中央に走 ってお り,い わゆ

る南東 貿易風地 帯にあ た ってい る。 とはいえ,熱 帯収束帯(ITCZ)が 南 北方 向に移

動す るために1吉 野　 1978:12(}-125;新 田　 1982:31-41】,そ の擾i乱作用を うけ,じ

図2　 八方位による月別の風向頻度(木 曜島Weather　 Station資 料による。

　　　26年 間。A=午 前9時,　 B:午 後3時)
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つの ところ,図2に しめ した ごと く,東 寄 りの風ない し南東風を中心に しなが らも,

さ まざまな方向の風 が吹 いてい る。

　 さきほ どの,B.ニ ー チ ュマン 氏の指摘に もあった ように,海 峡の人び とは,生 業

活動 の うえで,潮 とな らんで,風 に もおおいに注 目している。 しか しなが ら,そ うし

た生業活動 をはなれて も,風 は,か れ らの社会 において,さ まざまな メタファー とし

てつかわれ,か れ らの世俗的 な世界の秩序を構築す るための,主 要な契機をあたえて

い る。これ らについては,い ずれべつに稿をたてて,く わ しく述べ るつ も りであ るが,

こ こでは,こ の小稿のための導入 と して,以 下,要 約的に しめ してみ よ う。

1.風 と時 間 ・空 間

　 さきほ ど,生 業活動にあ っては,「 とき」 と 「場」 はイメージにおいて対応 させ ら

れてい ると述べたが,こ れは トレス海峡諸島民の 「時間」 と 「空 間」一般にかんす る

表象の特性で もある。かれ らは時間 ・空間の メタファーとして風を使 ってい る。いい

か えれぽ,か れ らは 「風」に よって時間 と空間をつ くりだ しているのであ る。

　す なわち,海 峡に吹 く風 を,か れ らは風 向をめやすに して,ワ ウール(waur,　 sage〆)),

クキ(kuki),ナ イ ガイ(naigai),ゼ イ(ノei)の4つ のカテ ゴリーに分けて概念図式

を構成 し,時 間的には季節(tonar)と して,空 間的には方位(dhagam)と して,顕

在化 させてい る。つま り,風 について も,方 位についても,季 節について も,記 号表

現 としては,同 一 の言葉がつかわれ,そ の記号内容については,文 脈 にお うじて判断

され なければな らないの であ る。

　 ところで,こ れ らの4つ の風に よって カテ ゴリー化 された空間や時間は,概 念的に

構成 されてい るか らといって,わ れわれ のい う絶対方位や絶対時間ではな く,そ れぞ

れの空間 の範囲や時間の長 さのよ うな量的 な面 でも,そ れ ぞれ の空間や時 間にかん し

て,人 び と自身の抱 くイ メージや思いいれ の ような質的な面 でも,け っして一様 では

ない。 とい うよ りも,こ の概念図式を ささえてい るのは,あ くまで具体的 な風 の吹 く

期間 と範囲 と経験的な リア リテ ィにもとつ く風景的なイ メージなのであ って,概 念図

式はそれをやわ らか くつつんでい るにす ぎない。

　 すなわ ち,お お まかに述べれぽ,方 位 としては,ナ イガイが北か ら北東,ワ ウール

が北東か ら南東,ゼ イが南,ク キが南西か ら北北西 とい った変則的 なものである。季

節 としては,ナ イガイが10～12月 上 旬,ク キが12月 下 旬～4月 上旬,ワ ウールが4月

2)sagerは,元 来,言 語 の 異 な る東 部 諸 島 の 言葉 で あ るが,今 日,マ ブ ヤ グ島 で も,つ かわ れ

て い る。
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下旬～9月 とするか,個 人に よっては,ワ ウールの後半部7月 下旬～9月 をゼイとし

て独立 させてお り,こ のばあ いも変則的である。 ことにナイガイやゼイの季節 といっ

て も,そ れ らは卓越風 ではな く,単 調な南東風 の時期にあ りなが ら,南 東風 が止 まっ

たあ と,そ うした方向か らの風 がときお り吹き,人 び とに強 く印象づけ るとい うこと

であ る3)。 それ以上 に,そ れぞれの風やそれ とともにイ メージをむすぶ風景 にたいす

る,か れ らの思いは,質 の うえで,お おいにちがっている。 この ことについては,あ

とで述べ ることに しよう。

　 ところで,か れ らは,風 を契機 として,こ うした,お おまかで,静 的 な空間 ・時間

の枠組み のみを構成 してい るだけではない。かれ らは もっと細部の動 的な面 において

も,風 を メタファーとしてつか っている。

　 まず,空 間的な側面か らみ る と,こ の地域 の卓越風であ るワウール とクキの範 囲に

おいては,風 上(paiρa)一 風 下(paupa)と い う表象に よって,人 や ものの空間的 な

方 向の定位が おこなわれ る。す なわ ち,あ る会話 において,話 し手が 自己を基準 とし

て,話 のなか にあ らわれ る人 や ものの位置の方 向を しめす とか,話 し手 自身 もふ くむ

人 ない しものの空間的な移動 の方向を しめすために,つ ね に,こ の風上,風 下,あ る

いはく風道を よぎる〉といった,風 にちなんだ方向感覚が しめ されるわけ である(付

録1参 照)。

　 た とえぽ,風 上に静止 した状態 で位置す る人や ものを意味す るときには,-pai,風

下 のば あいには,-punで しめ され,そ れ以外 に も,〈 風上 へ 〉の移動 は 一paipa,

〈風 上か らこち らへ 〉は一paingapa,〈 風 上 にそ って 〉は 一paiki,〈 風 下 へ 〉は

一paupa ,-opa,〈 風 下 か らこち らへ〉は 一punngapa,〈 風 下にそ って 〉は 一punki,

とい う接尾語 をつか って,こ まかに表現 されてい る。

　 ところが,こ の ワウール と クキの風 向のライ ンにそわ ない移動,す なわ ちゼイー ナ

イ ガイ方 向(南 北方 向)の 移動 については,風 上一風下 の用語 ではな く,「 その ライ

ソを よぎる」 とい う感 覚をあ らわす 〈bal-〉 の接頭辞をつか って表現 され,か れ らの

方位観 において,両 者は明確に区別され ている。そ して,風 上 ・風下 の方向は,ワ ウー

ル(南 東貿易風)の 季節 とクキ(北 西季節風)の 季節 では,当 然の ことなが ら逆転 し・

それにお うじて,位 置や移動方 向にかかわ る表現 も変 るのである。 この点では,か れ

らは1年 を ワウール とクキの二期に区分 してお り,ゼ イやナイガイの期間 を ワウール

3)こ うした8方 位や16方 位,あ るいは月による説明は,わ れわれのあいだでの コミュニケー

ションのための便宜であって,今 日かれ らも,そ れらによってコミュニケーシ ョンをおこな

わないわけではないが,方 位については,島 や岬などの具体的な地理的事物や場所・季節に

ついては,あ とで述べるように,星 ・星座の昇天や動植物の出没などと風を相関させている・
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サメ座の大干潮

サメ座があらわれようとする凪・穏やかさ

サメ座が珊瑚礁に上陸する凪・穏やかさ

サメ座の口先が浜に接する凪・穏やかさ

図4　 風および凪の呼称 と時
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にふ くめ てい る。

　 こうした位置や移動方 向の識別 は,東 南 アジア島嶼 部 におけ る海一 陸に もとつ く方

位 観1合 田　 1976;吉 田　 1977,1978」 に よく似ているが,風 は吹 く方向が季節 によっ

て変るだけに,よ りダイナ ミックである。

　一方,時 間的な側面 をみると,さ きに しめ した4つ の風 は,い わぽ季節名 としてつ

かわれ る総称 ない し一般名(koei　 nel)な の であ って,そ れ ぞれ のカテ ゴリーのなか

に,図4に しめ した ごと く,特 殊名(〃loegi　 nel)で も って よぼれ る風が ある。 それ

らは,ほ かの現象 と関連 させ て言いあ らわ されてお り,か れ らのイメージのなかで対

応 させ られている。そ して,こ れ らが,星 や星座,雨,動 植物 など,ほ かの現象 とな

らんで,か れ らのrと き」 となってい る。

　 た とえば,Kusiu　 Kuki(ク ラゲの クキ)は12月 下 旬 ごろの北寄 りか ら吹 く最 初の本

格 的な クキの風であ り,Kupa　 Kuki(ク パ4)の 実 の クキ)は3月 末の クキの最 後の大

風 とい うわけ である。季節 はずれに吹 く風 も,た とえぽ,5月 下旬か ら6月 上旬にか

けて,夜 明け まえ,北 東の空に姿をみせ るプ レアデ ィス(Usal)に ち なんだ,ワ ウー

ル の季 節 に吹 く西 風<Usal　 Kuki>や,逆 に クキの季節,1月 下 旬 の東寄 りの風

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

〈Dogai　 lu　mathamai　 Waur(ド ガ イ座 の背を うつ ワウール)〉 も,か れ らの 「とき」

とな ってい る。 その点では,風 が吹かない とい うこと,つ ま り〈凪(繊)〉 もおおい

に注 目され てお り,そ れ も,か れ らの「とき」のなか に とりこまれてい る(付 録2参 照)。

2.　 風 と 社 会

　 4つ の風や風上一風下 に よって構 成 された空間 の分割 図式 は,メ タフ ァーとして,

さ らに転用 され ている。 トレス海峡やその周辺地域に住 む人び との集団構 成の分類 の

枠組み として もつかわれ るのであ る。

　その分類の基準は方言や民族的なちがい,あ るいは 日常的 な社会的交渉関係 の頻度

などであ るが,そ れ らを総体 として,地 理的 な空間的枠組み,つ ま り風に よってカテ

ゴ リー化 された空 間的枠組み と重ね合わ されるのであ る。詳細ははぶ くが,そ れには,

4つ の 風 に よる 〈Waurau　 gubalgal,　 Sagerau　 gubalga1南 東 風 の 人 び と 〉,

〈Kukiau　 gubalga1北 西 風の人び と〉,〈Naigai　 gubalgal北 風 の人び と〉,〈Jei

gubalgal南 風 の人 び と〉 とい う分類 と,ト レス海峡域の人び とを,海 峡 のも っとも

主要 な卓越風であ る南東風ない し東寄 りの風を基準に して,〈Paru　 lagalgal前 面 な

い し風上の島の人び と〉と〈Kala　 lagalgal背 後 ない し風下 の島の人 び と〉に大 き く

4)オ オ フ トモモ
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二分す るものがあ り,風 は,ト レス海峡諸島民 の空間秩序を構成 しよ うとす る思考の

よ りどころとして,欠 かせない もの となっている。

　そ うした空 間分割 の枠組みは,さ らに,そ れ ぞれが1つ の コ ミュニテ ィ(村)を 構

成 している島の レベルに も適用 され る(図3)。 た とえば,私 が おもに滞在 した マブ

ヤ グ島にあ っては,今 日めだ った機能 をはた していないが,4つ の父系 の親族集 団

(buai)が 意 識 されて お り,そ れ らは島 内にお け るか つての居住 地 に も とづ き,

Panai　 buaiを 北 風,　Sipi-ngur　 buaiを 南風Wagedagam　 buaiを 北 西風Maidau

buaiを 南 東風 にそれぞれ対応 させ ている。 また,そ れ らを構成要素 とした二分組織

の成立 ち も,主 要 な卓越風 の通過軸 であ る南東 と北西 を1グ ル ープ(Koei　 Augad

Kaazi大 き な トーテムの人)と し,も う一 方(Moegi　 Augad　 Kaazi小 さな トーテム

の人)を,副 次的な ライ ン(か れ らは脇 のがわ と言いあ らわす)で ある北 と南に よっ

て構 成 しているのである。【北大 路　 1983:338-342]に よれば,ト レス海峡諸島のほ

かの コ ミュニテ ィにおいて も,こ の風 のカテゴ リーと親族集団 との対応性はかな り一

般的であるら しい。

　 社会的な側面 でさらにつけ くわえれぽ,自 己か ら祖先 の方向を さす ぼあい,風 上の

方(ρ αψσ短の,子 孫の方 向には風下 の方(paupa kid)の 用 語がつかわれ,か れ ら

に とってのあの世,キ ブ(Kibu)の 地 は,南 東風 の風下の水平線のあた りにある島,

と想定 され ているのであ る。

　 以上,要 す るに,ト レス海峡 の人び とは,風 を,そ の風向(風 上 ・風下)お よびそ

の差異に よって分節化 し,人 間の世俗的な世界 のもっとも基本的な枠組 みである空間

や時間を,さ らには社会集団を秩序づけ るシンボルとして,そ れを 自然か ら文化 のな

かに と りこんでいる とい うこと,そ のために,ま さに風を選 んでい るとい うことに,

トレス海峡諸 島民 の文化の1つ のユニークさをあげ ることがで きよう。

　 ところで,こ れだけのことであるならば,資 源 としての意味合 いは少ない ものの,

自然 を人間に奉仕す る,「 ～のために」 とい う道具 的 ・手段的 な意味合 いです くいあ

げている点 では,さ きに潮の ことを中心に分析 したB.ニ ーチ ュマン 氏 の述べ る とこ

ろ と,あ ま りかわる ことはない。 とい うの も,風 向 ・風速 とい う量的な統計的近似値

の差異か ら構 成 され た論理的な図式 によって,自 然 を把捉 しよ うとす る意識のはた ら

きだけが前面にたち,そ の言葉化 された図式だけが,海 峡の人び との風の経験の リア

リテ ィか らはなれて浮遊 してい る姿 しか,描 きだ され ていないか らである。

　 しかも,自 然の要 素である風を選 んでい るか らといって,そ れを分節化 し,カ テ ゴ

リー化 し,組 み立てて,意 味をつむ ぎだすのは,あ くまで人間の論理的 な思考のはた
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らきであるとするならば,自 然そのものは思考のための可塑的な素材を提供するだけ

であって,人 間にとってさしたる積極的なはたらきかけはない,と いうことになる。

はた して,そ うなのであろ うか。それは論理的な思考 とい うレベルにのみとどまるか

らではなかろうか。その点を念頭において,つ ぎの項では,も うすこし海峡の人びと

の風の経験の リア リティに近づいてみよう。

3.風 と 身 体

　 トレス海峡の どこの島で もいい,波 の寄せ くる浜辺にむか って立つ と,潮 騒 ととも

に,な にか内に こもった ような ヴォコヴォコヴォコとい う抑揚 のある うな り音 が耳 も

とをはなれない。一方,反 対方 向に身をひるがえす と,そ の音は欠 き消 え,身 体をお

す,あ るいは身体に まとわ りつ くようにす りぬけてい く 「風の触 り」だけが 自己の存

在 を知 らしめる。 この音がかれ らの風(guub)の 命 名 の起源なので ある。私 には,

ヴ ォコヴ ォコと聞 こえたのであ るが,か れ らには グゥブ グゥブと聞 こえる とい うこと

である5)。

　 それ はともか く,こ の音や触感の存在が,た とえぽ木 々のたわみの ような視覚的 な

もの とならんで,風 向 とい う表象をつむぎだす直接的な契機 となってい る。第三者 と

して,た とえば図2に 示 した ごとく,数 学的抽象 としての風向の測定値や絶対方位 に

もとつ く図式か ら認識 するのでは な く,行 為者 と して参入すれば,音 の出現 ・消滅,

触 感の差異は風 にたいす る身 の構 えか ら生 じ,同 時にその ことに よって身体 も分節化

され るのであ り,身 体の運動 が方 向性の感覚を よびおこすのである。

　 す なわ ち,か れ らは,さ きに も述べた ように,風 上(paipa),風 下(paupa)の 概

念 を もって いる。 ところが,こ れ らの言葉 はそれ ぞれ,そ の共 示義 と して,前 面

(paru　dhagam)の,背 後(kala dhagam)の 意 味を同時 にふ くんでいる。前面は い うま

で もな く身体の前方(ρaru顔 面)で あ り,背 後 は身体 の後方(kala背)で あ る。 し

たが って,風 上 ・風下 の分節化 に しろ,そ こか ら派生する風 向に しろ,そ の リア リテ

ィは具体的に風のなかに身 をお くことに よって,風 とともに身体 を台座 としてこそ,

生 まれて くるとい うことである。 もちろん,身 体 の前面を風上 に,背 後を風下 に対応

させ る必然性は ない。逆 で もかまわ ないわけであるが,あ とで も述べ るよ うに,か れ

らはどち らか といえぽ,風 を好 ましく思 ってお り,風 にむかお うとす る,あ るいは逆

5)私 は,オ ノ マ トペ,つ ま り擬 声 語 ・擬 態語 に つ い て,わ が 国 に お け る例 を あげ な が ら,さ

ぐっ て み た の で あ る が,遠 雷 を ド ゥ ッ ド ゥ ッ ド ゥ ッ,嵐 を ウ ォー ウ ォー ウ ォー と,そ れ も ど

ち らか と いえ ば,む りや り言 わ せ た よ うな も ので,そ れ ほ ど発 達 して い な い よ うであ る。
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に風をむかえ よ うとす る心の姿勢 が,か れ らの文化 には内在 している。

　 また,か れ らの風に よる空間の分節化やその組立 てが身体性に根 づいてい ることは

つ ぎの点に もあ らわれる。2つ の卓越風 であ る南東一北西 のライン,よ り一一般的 には,

東一西 のライン は,季 節 に よって,風 上 ・風下が入れかわるわけであ るが,か れ らの

方位観 において,こ のライン とそれに交錯す る南北のライン がは っき り区別 されてい

るこ とは さきに述べた。 このことの,か れ らの説 明はつ ぎの よ うであ る。「ワウール

の季節は,東 寄 りが風上で,前 面,西 寄 りが風下で,背 後である。一方,ク キの季節

はその逆になる。だか ら,ワ ウールの季節 であろ うと,ク キの季節 であろ うと,北 と

南 は,身 体 か らみ ると,前 で もな く後ろで もな く,脇 のがわ(pasiu　 dhaga〃1)に あ

たる」 と,身 体を180度 回転 させ なが ら,両 手 の掌で腰をたた くのであ る。

　方位 としての ワウール ・クキの広さ,ナ イガイ ・ゼイの狭 さとい う変則的な範 囲の

と り方 も,こ の身体 の前後 の広 さと脇 の狭 さに対応 させ て,イ メージを安定化 させて

い ることはい うまで もない。島内の二分組織の組立て も,か つては,こ の風 と身体性

に よって,も っと リア リテ ィを もって うけ とめ られていたであろ うし,今 日でも,そ

の二分の意識 をささえてい るのはこの風 と身体 なのであ る。

　 さらに また,こ れは風向を意識す るときの反省的 な思考 の結果であ ろ うが,風 上は

同時に 「みな もと」 として もイ メージされている。 さきに述べた 自己 よ り祖先 のがわ

を風上,子 孫のがわ を風下 とす るのはこのイ メージに重ねあわせ ているのである6)。

　 ところが,こ れ まで述べた ことが らは,風 と身体 といって も,か れ らの空間分割 と

い う論理的な構成の基盤 に,た んに意識だけでな く,行 為老 としての身体 の構え と「風」

との出会 いか ら顕在 化 され る 「音」や 「風圧」の差異が横たわ っている とい うことに

す ぎない。それは,や は り,論 理的な分節化 と構成に よる,な かぽ虚構 を ともな った

秩序の生成 とい う意識のはたらきに,身 体が奉仕 している姿 にす ぎない。われわれが,

言 葉 とい うものを とお して,か れ らに接近す る以上,意 識 のはた らきが影をお として

い ることは避 けられ ないのであるが,も うす こ し,そ の言葉の肩 ごしに,か れ らの「風」

の経験の世 界をさ ぐってみ よう。

4.「 風 が吹 く」 とい うこ と

さて,か れ らの文 化において,「 風」にかん して,も うひ とつ特徴的な ことが らは,

6)風 上 ・風 下 の 表 象 は,口 頭 伝 承 の神 話 や 伝 説 の なか で,あ か ら さ ま に述 べ られ な い と して

も,物 語 の 展 開 を 生 み だ す うえで,基 本 的 な背 景 と な っ て お り,か れ らの あ い だ で は,ほ と

ん ど意 識 の底 に 潜 在 化 して い る よ うで あ る。 た とえ ぽ,ウ ー ガ と タベ パ の 物 語,タ ワ カの 物

語 な ど,参 照 り こ と 【HAi)DoN　 lgO4=83-88,　 g8-gg;LAwRIE　 l　g70:104_107,11g】 。
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「風が吹 く」 とい う表現 の多様性である。現在,か れ らは,と くに若 い者た ちは,英

語教育 の普 及に ともなって,「 風 が吹 く」 こ とにか ん して,英 語の<blow>と い う言

葉を 口にす る。 しか し,マ ブヤグ島あた りでは,学 校教育 の場は さてお き,村 の 日常

生活や家庭 内においては,い くぶん英単語を くわえなが らも,島 民たちのあいだで,

伝 統的なYagar-Yagar(言 葉 のかた ま り),な い しkala　 lagau　 ya(背 後 の島 じまの言

葉)が つかわれ てい る。

　それに よれば,英 語 で,<blow>と ひ と言 で表 現 され る 「吹 く」 ことに も,多 様

な言いまわ しがあ る。比喩的 な表現をふ くめれば,20種 類 あま りを数え るが,そ の う

ち主要 な ものは9種 類である。 じつの ところ,そ れぞれの意味合 いを尋ねてみ ると,

どれ もこれ も同 じような意味 だとい うこたえが返 って くるのであるが,よ くよく聞 い

てみ ると,微 妙 なニュアン スのちがいが鮮 明にあらわれて きた7)。

　 まず,gubakaと い う表現があ る。 これは 「風」 とい う名詞guubに,〈 ～のほ う

へ 〉の意味 を しめす接尾辞 の 一kaを つけて,「 風のほ うに向かいつつ ある」,わ れわ

れに分か りやす くいえば,近 い将来,「 風が吹 くだろ う」 とい う意味 である。

　われ われ の 日本語 の 「吹 く」 とい う言 い まわ しに もっ とも近 いのは,お そ ら く

<poeyai>で あ ろ う。 それ はまた,英 語 のくblow>に も,も っとも近 いものである。

それは,そ の意味 内容 よ りも,わ れわれが 「吹 く」 と言いあ らわす とき と,か れ らが

<poeyai>と 言 いあらわす ときの身体 の経験,つ ま り口先の形や頬 の緊張感に類似性

がある。 まさに 口先 をまるめ,頬 をふ くらませ て,息 を吹 きだす のが 〈poeyai>な の

である。元来,そ れは ホラ貝をふ くとか,口 笛をふ くとい う機会 につかわれ るのであ

るが,そ の延長 として,た とえば南東風の最後の大風 など,か な り風 が強 く吹 くさい

に も用い られている。

　つ ぎも,口 や頬のあた りの身体的 な感覚に もとつい てお り,<bagan　 muli>と い

う表 現があ る。 これ は字義通 りでは 「下顎 をひ らく」,つ ま り 「口を大 き くあけて,

息 をはきだす」 ことを意味 している。 これ も,か な り強 い風が吹 くときに用 いられて

いる。

　 <gamu-thari>,<danangu　 garia　tharai>の2つ も,身 体 にかかわ って い る。

7)わ たしはその点をつぎのように解釈している。日本語で,「 肝をつぶす」とか,「 冷汗をか

く」 とか,「 震憾する」とい う表現があるが,現 在のわれわれにしてみれぽ,い ずれも 「びっ

くりした様子」をあらわ してお り,英 語をつかえぽ,も っともあ りふれたsurpriseで 表すよ

うなものであろう。そのもとの身体的な自己了解のありかは,反 省的思考にたてば,い くぶ

ん,よ みがえってくるが,日 常生活においては,言 葉の記号性にのみ依存 して,た いして意

味の微妙な差異を意識していないのである。だから,同 じだ ということになるのではなかろ

うか。
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gamu-thariは 「皮膚に触れ る」,一 方,　garia　tharaiは 「身体 を よじ り,そ むけ る」

の意味であ る。後者 はと くに,北 西風(ク キ)の なかで も,サ イ ク ロンをべつ とすれ

ば,こ の地で経験 され るもっともはげ しい風が吹 くさいにつかわれ,そ れがそ のまま

〈Danangu　 garia　tharai　guub(身 体 を よじ り,目 をそむけ る風)〉 と,そ の風の名称

ともなっている。前者はそ うした特定の風 につかわれ るのではな く,ど ちらか といえ

ぽ,通 常 ない し弱い風に用 いられてい る。

　 今 日,も っ とも頻繁に用い られ るのは<pagai>,〈pudhai(pudhi)〉 の いずれか で

ある。両方 とも,こ れまでの言 いまわ しとはちが って,風 にのみつかわれ るわけ では

ない。<pagai>は 「何かの媒体をつ らぬい てい く」感 じを あらわす ものであ って,

た とえば,ほ かの用法をみ ると,<gubau　 kuik　pagaik>は 風上(風 頭)に むけて,

風 を切 りなが ら進 んでい くあ りさまをあ らわ し,<ur--pagai>と い えば,海 のなかに

潜水 してい くことである。要 す るに,<pagai>は,風 が まっす ぐ 「吹 きぬけ る」の

である。 とい っても,ほ かの用例か らもあ きらかな よ うに,そ の基礎 には身体的な経

験 の了解があ る。

　 <pudhai>は,も うひ とつのくyeudi>と ともに,「 伸び広が ってい く」様 である。

前者は,文 脈 に よっては,「 狭 い ところか ら広 い ところに出る」 とい う意味 もあわせ

もっている。後者は何 ものかか ら 「そそぎだす」 ない し 「ながれだす」感 じをあ らわ

し,北 風(ナ イ ガイ)の ような微風 につかわれ るのであ る。 も うひ とつは<paii>で

あ るが,こ れについては 「吹 きは じめ る」 の意 味が得 られただけ であ って,今 後 の調

査に侯たなけれぽな らない。

　 このようにみて くると,見 る ことがで きず,捕 らえることもで きず,つ ねに流動 し

ている風を,リ ア リティを もって言 いあ らわそ うとしている苦心 のあ とをた どれ るよ

うに思え るのは私だけであろ うか。 しか も,そ れ らは身体 の経験 お よびその延長 と し

て言 いあ らわそ うとしてい るよ うにも思われ るのである。それはた しか に言葉に置 き

換え られ てお り,意 識 の所産 ではあるが,そ の言葉 の肩 ごしに,「 もの」 と して対象

化 された静 的な意味 よ りも,よ り動 きのある,根 元 的な,記 号化 され ない,「 風」の

潜在 的な本性を直接表現 してい るよ うに思われ るのであ る。

　 まさに,「 吹 く」 こ とが風 の本性 な㊧では なか ろ うか。 これ らの言葉は通常 の言語

記号の ように,対 象(レ ファレソ ト)を 指示す るよ りも,人 と風 との出会いにおいて

顕在化 された身体の情緒を隠喩的に表 現す る,「 風」 のかれ らの自己了解 のあ り方 な

のであ る。 そこにおいては,主 体 も客体 もな く,つ ま り人 もな く風 もな く,で も同時

に,人 であ り風 である,あ りようを忠実に言 いあ らわ している点が重要 なのであ る。
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トレス海峡の人びとは,す くなくとも,「風」にかんして,日 常的な,対 象化 された

くもの〉としての 「風」の意味からはなれて,そ うした原点に立ち うる心性をもって

いること,そ れゆえに,そ のことが自然と人間との連続性を喚起させるよりどころ,

いいかえれぽ,あ とで述べるように,か れらの詩的なイマジーネーション(創 造性)

のよりどころとなるのである。それはまた,意 識的な理知性からではなく,自 発的な

情緒性からりむぎだされるのである。

　世界のさまざまな人びとのあいだでは,そ うした情緒性をよびおこすものはさまざ

まであろう。わたしは自然と感情 との悪 しき決定論を語ろ うとしているのではない。

そこには,そ れこそ,か れらの主体的な選択がはたらいている。 しか し,だ からとい

って,そ れを,一 方的な選択とかれらのつ くりあげた表象ないし概念図式によって切

りとられた虚構であるとも思っていない。分析的に述べるならぽ,人 を欠いた 「風」

と,身 体性をおびた人と,ま た人の表象作用との出会いにおいて,情 緒が立ちあらわ

れるのである。人の感情の源泉は具体的な事物であ り,事 物をはなれて浮遊する抽象

的な概念や言葉ではない。

　だが,そ うした情緒は日常的な〈もの〉として対象化 され,当 然視されているく自

然〉からはでてこない。外界に現実的にはたらきかける知性的 ・道具的な行動の対象

としてのく自然〉ではな く,意 識自身のあ り方をかえ,世 界の意味を変化 させる情動

的な目的のく自然〉なのである。それゆえ,こ のような詩的なイマジネーションを喚

起するためには,日 常的な文化によって課せられる意識的に制御された世界,と くに

道具的な機能的意味合いを割 りふられた自然から解放されなければならない。いわば

脱文化への努力が必要とされるのである。しかし,こ の脱文化へのあ り方と過程が文

化として制度化 され,そ れな りの教養を必要とするのであ り,ま った く文化を消去 し

てしまうわけではない8)。 トレス海峡の人びとにとっては,こ うしたイマジーネーシ

ョンの所産として,歌(詩,naul)と 踊 り(sagui)の 創作がある。つぎの節では,

かれらの風の歌(詩)を とおして,か れらのもうひとつのく自然〉の具体的なあ りよ

うを描いてみたい。

8)マ ブヤグにおいては,す べての人間が作詞 ・作曲をおこなうわけではない。村びとすべて

に機会がひらかれていないというわけではなく,主 旋律や音や歌詞についての知識など,感

受性やす ぐれた頭脳の持ち主(addrpudai〃iabaig)で なけれぽならないと考えられている。

また,そ れは血(kulka)を つ うじて継承されるものであって,す ぐれた作詞 ・作曲家を出す

ことはその家系の頭脳がすぐれていることの証明であるとも,思 われている。
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N.　 トレス海峡諸 島民 の もうひ とつ の自然一風の民族詩

1.歌 ・ダン ス と人 び と

　歌 とダンスをつ く り,そ れを歌 い,踊 ることは,基 本的には今 日で も無文字社会 に

あ り,絵 画に よる表現形式をほ とん どとらないかれ らにとって,唯 一 とい って もよい

表現行動 である。それはまた,み ずか らの アイデ ンテ ィテ ィに とっても,欠 くことの

で きない営 みでもあ る。 トレス海峡にある13な い し14の 村 む らはそれ ぞれ,数 多 くの

独 自の歌 を もってお り,そ れこそひ と節聞けば,ど の村 の歌だ と聞 き分 けるほどであ

る。 こうした歌や踊 りも19世 紀後半 の文化接触後,か な りの変容を しめ してい るが9),

村 内 での種 々の祭 り('α')の 機 会ばか りか,海 峡域全体 の コソテス トも開催 され,

オ ース トラリアとい う白人社会のなかで,た んに シ ョー的な催 しものにす ぎない とし

て も,か れ らの文化 のなか で,唯 一 これ まで受け容れ られ,賞 賛 され てきた ものであ

り,そ の点でも,か れ らの 自尊心の よ りどころ とな っている。

　 い まの ところ,私 には,そ の全貌についてはわか らないのであるが,こ こで とりあ

げ るマ ブヤ グ島では,島 び との手に よって,こ れ まで作詞 ・作 曲された ものは数百に

のぼ る と言われ てい る。それ らの歌の中で,「 風」そ の ものを,あ るいは 「風」 の隠

喩 としての波(bau),飛 雲(zia),雷 鳴(zibran),稲 妻(ρ α畷ραη),珊 瑚礁に くだ

け散 る波 しぶ き(sap),な い し泡(sik),あ る いは風がそ の昇天に背後 で力をかす と

思われていた星(titui)や 星 座(zugubaの を ふ くんだ歌が,す くな くとも過半 を,

人 に よっては,7,8割 を 占め るとい う10)。

9)こ の点については,わ た しは 「現在的な」自然と人間とのかかわ りを問題にしてお り,当

面,こ の小稿においては無関係であるが,そ の点に興味のあるかたは,　 【BECKETT　 l　982;

BEcKETT&TREvoR　 1972;畑 　1983a,1983b,1989]を 参照 してほ しい。なお,　 [LA.ADE

　1977;BEcKETT　 1982】 に よると,ト レス海峡へのキリスト教の布教にともない,伝 統的な歌

　と踊 りを禁 じられた海峡諸島民は,ほ かの南太平洋地域の歌と踊 りだけを許され,採 用 し,

　なかでも,真 珠貝採取の労働者として流入したロトゥマ島の歌と踊 りがもっとも,ポ ピュラー

　になったとい う。

10)こ れ らの自然を歌いこむ ことが,か れらの伝統的なものかどうかについても,判 断を下せ

　ない。19世 紀末のケンブリッジ調査隊によって収録されたマブヤグ島の5つ の曲のうち,「 海

　と島」のタイ トルのついたものが,1曲 あるだけである[MyERs　 1912:269】。同 じ言語グルー

　プに属する他島において収録されたものとして,

　 　　　リーフの水に私の影がうつっている

　　　 私のために若いココヤシの葉を切ってください

　　　 死んだココヤシの葉 とはおさらぽだ,そ う稲妻が光る

　　　 魚がやってくる,魚 の通 り道に石を積まねぽならない

　　　 雨期になって,海 面が鏡のように静かになり,若 いココヤシの葉がでてくる　　　　/
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　そ して,こ れ らの歌はすべ て,そ の深みにおいてはやや欠け る ところがあるか もし

れ ないが,「 自然 に根 ざす詩,… …技巧 や作為 に よらず,… …人為 に支配 され ない物

の本源性」【芦津　 1988:121-122】 を しめす 「自然詩」なのであ り,「 生 きた体験その

ものが機会に即 しておのず と……内面 よ り湧 き出て,言 語化」【芦津　 1988:124】 さ

れ た 「機会詩」 といえ るだろ う。それ ぞれの歌は,作 詞者がおのれの 「とき」と 「場」

を実現 した一枚 の 「風景画」 ともいえるのであ る。

　 そ こには,日 常 の適応戦略 としての環境 の認識な ど関与 して こない。た しか に,目

に映 り,耳 に聞 こえ,膚 に感 じられた刺激 の束があ るが,そ れ らを統 計的近似値に も

とついて,因 果的な連鋤 こ統辞 しよ うとす る意識は働いていない。 こころに沈澱 した

イ メージのなかで応答 し合 うものた ちのあいだでの協奏を,事 物性 に身 を託 しなが ら,

意 識に よってか らめ とられ た結果,結 末 としての姿 ・形ではな く,生 成,発 展,消 滅

す る動態の,身 体性において立ちあらわれた情動 の協奏を,そ のまま言いあ らわ して

いるのであ る11)。

　 た とえば,現 代 のニ ュー ・ソン グの担い手のひ と りであ り,作 詞 ・作 曲ならびに ダ

ソスの振付 け も行 うT.Joseph氏 は,作 詞 ・作 曲過程 においては,「 真夜中の静寂 の

しじまのなかで,肉 桂樹(ti　 tree)の 葉 の匂いをかいだ り,と きにはそれを噛 んで,

気 持ちをたかぶ らせる」 とい う。 この ことは,作 詞 ・作 曲にあた っての父親か らの箴

言で もある とい う。すべ ての作詞 ・作曲者 がこのよ うな状態 で歌を これ までつ く りあ

げたのではない として も,そ の言葉には,歌 作 りにあた って,多 少 とも日常性 か らの

離脱が,つ ま りエ クス タシーの必要性がかれ らの文化において コー ド化 されている と

い うことはでき よう。 また,そ れはたんなる写実主義 でもない。 ダンスの振付けにあ

た っては,ミ ミクリとして,た んに歌詞のなかの叙事的な ことが らや ものの姿 ・形を

模倣す るだけではな く,身 体 内部か ら起 こる情動 を も動 き(girer)に す る とい うこ

とである。

　 その点に注意 しながら,以 下,い くつかの歌を と りあげてみ よ う。

　 ただ,歌 とダン スには,音 色 と旋律 とい う音楽が付随 してお り,そ れ こそ,表 現行

＼　　　そ して,や ってくる魚を石積み漁でとる準備をしよう

　【訳　秋道　1988:190-191】

　があ り,今 日の歌の原型は こうした儀礼のさいの呪文(chant)で あ ったのか もしれない

　【HADDoN　 　1904:342-343】。

ll)と きとして,わ れわれはこうした歌のような口頭伝承が,英 語であれ日本語であれ,翻 訳

　されているものを見かける。そのとき,も との表現においては,た んに,イ メージの世界に

　おける応答として,併 置されているにすぎないものを,原 因一結果とい う因果関係の統辞関

　係において,翻 訳されていることを目にす るのである。われわれの意識が知らぬ うちに,そ

　こには入 りこんでしまっている。

214



松本　風の民族誌、あるいは風の民族詩

動 としては,歌 よ りもそち らのほ うが重要 かも しれ ない。 しか し,門 外漢の私 には,

残 念なが ら,そ の点はあ きらめ ざるをえない。それゆ え,風 の民族詩(歌)と い って

も,片 手落 ちな点のあ ることはお ことわ りしておか なけれぽな らない12)。

　 ところで,こ れか ら歌 その ものについて述べ るにあた って,ど の ような順序で と り

あげ るか,と い うこともだい じな点であ る。ちなみ に,か れ らに とっての詩の分類 に

ついて さぐってみたのであ るが,こ れ までの ところ,東 部諸島,こ とにマ リィー島ほ

どの体系的 なものは えられず1北 大路　 1983=331】,風 の歌(gubau　 naui)を は じめ,

稲 妻の詩(panipaniu　 naul),海 の歌(uru　 naul),泡 立 ちの歌(sikau　 nau1)な ど と

い うよ うな,き わ めて素朴な分類が得 られただけであ る。

　そ こで,こ こでは,そ れ らが 自然詩 ・機会詩であ るとい うこと,表 現様式をかえれ

ば,そ の まま身体性を おびた 「とき」 と 「場」の経 験をあ らわ した風景画でもあると

い う意味で,や は り,ナ イガイ,ク キ,ワ ウール,ゼ イ とい う季節であ り,同 時に風

の名称で もあ るカテ ゴ リーにそ って述べ るのが,も っとも適当であ るように思われ る。

以下,こ の順にそ って,ト レス海峡諸 島民 のも うひ とつの 自然,生 きてい る人間 の身

体性 に立ちあ らわれる質的 な自然の姿を素描 してみ ることにす る。

2.ナ イ ガイ(北 風)の 歌

　風は,か れ らの リア リテ ィに満 ちた季節 とい うイ メージの連鎖 のなかで,お おいに

喚起 力を もつ ものである。 うえに述べた4つ の風 の一般名 とか,特 殊名を読み こんだ

歌は数多 くあるが,な かで も,ナ イ ガイ とクキにかんす る歌 がその多 くを占めている。

その理由については,そ れぞれの項 でふれ ることに しよう。

　 まず,ナ イガイ。 これはいわぽ,島 の人び とに とって,〈 生命の息吹〉が きざして

くる春先 きない し初夏をあ らわ し,1年 のは じま りを意味 してい る。それ まで,南 東

風 や 冷 たい 南風 に 吹 き さ ら され て,渇 きき った大 地 と荒 れ て いた 海 に,凪 いだ

(koei〃lataru)日 々がつづ き,と きお り,こ こち よい北か らのそ よ風が吹 き,雨 もふ

りは じめて,あ た りが緑に変わ りは じめ るのであ る。海上 の穏やか さは島 じま間の相

互訪問 を容易に し,人 び との気持ちを うわず った ものに させ るのであ る。そ うした感

情のたかぶ りがつ ぎの歌 にはあらわ され ている。

Ya guuba muluka pudhi 

Guban  kaipa  bal—thaianu, Naigai Buruia  nudhema

12)こ の点については,ま さに畑　道也氏が専門家であ り,注9)の 諸論文を参照 してほしい。
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Soeulalau Naigai gar, ya  Mu lag wara ngadh asin 

Urabau bui  luugi tharema, ngai yagaima 

Dhaudhaingu naka ngapa Birubiru ya gudha yagaimi

(ビ ル ビル鳥 の 歌Philimon　 Bagari)

ああ,風(南 東風)が やんでいる

ナイガイ(北 風)が むこうでよぎり,ブ ル島を吹きわたる

スーラルの北風だ,あ あ,こ の島はみちがえたように美しくなるぞ

ココヤシの葉がそよぎ,わ たしは うちふるえる

ダウダイ(ニ ューギニア)か らやってきて,ピ ルビル鳥がさえずってる

　 ビル ビルは,ニ ューギ ニア とオース トラ リア大陸 とのあいだを往還す るわた り鳥。

それは,そ の往還 にさい して,ト レス海峡諸 島の人び との 「とき」を うきぽ りにす る。

オース トラ リアでこれか ら産卵 し,子 育てをす るビル ビル鳥の飛来,さ えず りあ う鳥

たちは まさに生命 の息吹をか もしだす。その呼びかけ に共感す る島び とは,旅 立 つ鳥

たちに,「 いい卵を うめ よ(ldil　 waibadal)」 と応え るのであ る。海上 で も,お り重

な って交尾す るアオ ウ ミガ メ(Soeulal)が 浮 遊す るの もこの ときであ り,そ のあ と,

浜 辺 での産卵 ・艀化へ とつ づ く。Soeulal　 Naigaiと は,そ れにちなんだ北風 の呼 び

名である。それは,生 業活動のエ コロジカルな視点か らみれぽ,ま さにこの ときウ ミ

ガ メ猟の チャン スで もある。しか し,そ うした戦略的な資源 としてのウ ミガ メか らは,

こ うした生命の息吹 としての 自然感情 はあらわれて こない。

　 それ らに くわえて,凪 いだ海面 に ときお り,サ ァー とか ろやかな風 のあゆみを知 ら

せ る さ ざ波(μ ρ濯αの,ゆ った りと,た わ むれ る よ うな コ コヤ シの葉 のそ よ ぎ

(urabau　 lugi　tharema),そ してなに よ りも殺伐 と した芥 子色か ら萌黄に様変わ りす

る草木(wara　 ngadh　 asin),こ れ らが,北 風 の到来 とともに,人 の こころのゆ らぎ

と共振 してい るのである。それ らは,け っ して意識的 に因果関係に よって統辞 された

世界 では ない。

　 そ うした イ メージの連鎖は,多 少 ともコー ド化 され て,そ の風をあ るひ とつ の風

景の なか にはめ こんで しま う。かれ らのあいだ でも,そ れ は一種 の歌枕に似 た もの

に まで昇華 され てい る。 つ ぎの歌 は,そ の よ うな,ひ とつ の典 型 をあ らわ してい

る。
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Naigai kaipaipa, gabu yeudema 

Urabau buynu yal poeybema gar 

Mina kapu  ngadhalnga 

Kisai kadaka meka, Panain padhiya e

(北 風 が む こ うで 　 　Kelam　 Whap)

北風が遠 くむこうでながれだす

ココヤシが葉ずれの音をたてている

ほんとうに,と ても美 しくなったわ

月がのぼってくる,パ ナイの丘に

　 フラ(白 人 の踊 りとい う)の リズムにのせた この歌は,作 詞者(女 性)の 家 の軒先

か らの情景 を吐露 した ものである。 マブヤ グ島にあ っては,パ ナイ といえぽ,マ ブヤ

グ島のナイガイの方向,北 東端 の岬である。そ この北にむけた小 さな入 り江 にたつ コ

コヤ シの葉 がこの北風にそ よぎ,た わむれ るように南のほ うにたわむ姿は,い くぶん

ニュア ンスは異 なるものの ,ま さに マブヤ グの 「吉野の桜」,「立 田の紅葉」 なのであ

る。 その意味では,〈 パナイの丘 〉も,月 やそ こか ら昇 る特定 の星座(た とえば,プ

レアデ ィス)の 歌枕なのであ り,こ の歌 は,村 び とに と り,北 風に よって喚起 され る

写真2　 マブヤグ島北東端のパナイの入 り江
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イ メージを凝縮 したものといえ よう13)。逆 に,こ うした場面全体のイ メージが個 々の

要素 を意味あ るものにさせてい るのである。

　 ニューギ ニアか ら迫 りだ して くる手 の指 の形 を した雲(8ethau　 dhi〃2ura1),雨 期

の近 づきを知 らせ る遠 雷(zibran),午 後 の高潮(kuthau　 gabu-ur),そ れ にサルアイ

(saruai)と よばれ る特異 な色 と形 の雨雲,微 風 もな く熱 せ られ た川面に あえ ぐ魚

(ngara　 widan　 daida〃1　pagan),さ らに また稲妻(panipan),な か で も果 て しな く広

が るニューギニアの地平線 ちか くで,夜,ま るで地上に野火で も起 こったかの よ うに,

白 く輝 きわた る〈サ ガルの灯 火Sagarna　 Muingu　 Tungel(稲 妻 の一種)〉,こ の よう

に天空 といわず,地 上 といわず,海 上 といわず,ナ イガイの風はイ メージの連鎖 をむ

すぶに事欠か ない。人び とはま さに こ うした 自然の鼓動に共鳴す る(ya　 gar)の で あ

る。

　一方,島 を萌黄に変 えるのは,い うまでもな く,雨 である。本格的な雨期をむかえ

る まで,〈Kau　 ari(こ ぬ か雨)〉,〈Laga　 sizarai　 ari(島 に 上 陸 す る雨)〉,

〈Tharapau　 ari(新 芽 の雨)〉,〈Tharapau　 nisa　ari(葉 を めぶかせ る雨)〉,〈Sapu

laga　sizarai　ari(し ぶ きを ともな った島に上陸す る雨)〉 と,し だいに雨脚は強 くな っ

てい く14)。

　 こ うした雨はかれ らを好情的 な気分にさせ るら しい。親子や兄弟の情愛を映す,さ

りげない好情歌をつ くらせ た ら,お そ らくマブヤ グ島では,こ の人の右にで るものは

いない と思われ るObediah　 Warria氏 の歌 をひとつあげてお こう。

Ina　 naki　 gar,　 zial　 ziau　 inur　 ariu　 inur　 e　nangapki　 lagaka

Kaziu　 ngulai　 maiya　 e

Tharapau  ari waidhaik, Laga sizarai  ari waidhaik

13)こ れ以外に,島 内では,さ きほどの父系氏族のかつての居住地のところで指摘したように,

　シピ・ヌールは南風,マ イダは南東風 ワゲダガムは北西風のそれぞれ歌枕である。さらに

　南東風には,島 の東にうかぶザガン岩礁にあたってくだける波 しぶきや,そ れぞれの風の通

　り道であるクラナブの谷(ナ イガイ),ダ ダクラの谷やタギムの谷(ク キ),今 日滑走路 とな

　ってしまったフレイム谷(ワ ウール)な どがあげられる。そして今日,そ の滑走路がまさに

　この地域の卓越風(北 西 ・南東の風)を 考慮 してつくられているために,あ らたな歌枕 とな

　ったことは面白い。島外でも,ナ イガイにはプル島が,北 西季節風であるクキには,バ ドゥ

　島の沖合いにうかぶユル島が,ゼ イには,金 曜島とプリンス ・オブ ・ウエールズ島のあいだ

　の海峡,タ イメラウ・ケイナブやワイベン(木 曜島)が,そ して南東風には,海 峡の東を限

　るグレー ト・バ リ、ア ・リーフ(大 塗礁)が 歌枕となっている。

14)雨 ・嵐については,星 や星座が西の水平線に沈む(飛 び込む)こ とによって起こると連想

　されていた。たとえば,<Sapu　 laga　sizarai　ari>は サ ソリ座 ・南十字星 ・からす座 ・ケソタ

　ウルス座 ・望遠鏡座からなるタガイとカソグの星座によるものと思われていた。
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 Inuran thamanu e 

Inur inur Naigai guban thaianu,  Ma ngapa lugi  thari Green  Hillka e

(島 に上 陸 す る雨　 Obediah　 Warr量a)

あ あ,こ の 島 に そ っ て,雲 が,真 っ黒 な雨 雲 が走 って い く

ど う して い るだ ろ う,(マ ブヤ グの)子 ど も らは

タ ラバ ウ ・ア リが ふ りそ うだ,ラ ガ ・シザ ライ ・ア リがふ りそ うだ

黒 雲 がゆ っ く りむ か って くる

黒 い雨 雲 が 北 風 に 飛 ぽ され,こ こ,グ リー ソ ・ヒル に 迫 って る

　 ラガ ・シザ ライ ・ア リ(島 に上陸する雨)は,海 の上 では皓 々と太陽が輝いてい る

のに,日 ごとに島を変 えなが ら,島 の うえにだけ降 る特 異な雨 として知 られてい る。

その雨雲がい ま,故 郷 の島をはなれて,ひ と り入院 してい る作者のい る島(木 曜島)

に迫 って きた。それ も,故 郷の島のあ る北 のほ うか ら,北 風 におされて近づ いて きた

のだ。その北風 と雨雲が故郷 にいる子 どもたちへの思いを駆 り立て るのである。

　そ して,こ のナイガイの時期の後半は 日ごとに風 向が定 まらないことで も特異 であ

る。風 向きが四方八方 にまわ るとい う意味で,ダ ソスのさいの腰蓑 の旋回になぞ らえ

た 〈Daruai　 daruai　 nudual　 kidh　a　kidhan　 thiaik>の タイ トルのついた歌 はつ ぎのよ

うである。

 Daruai daruai nudual kidh a kidhan thiaik e 

Kai guban milagiya gud aiimka ka e 

 Ina naki boebab tharthi thayema gar e 

Kai naopa Kukian sibui nanamka e 

            (Aiaba Gizu)

　　 風がまわるよ,ま わるよ,

　 　 吹き口をさがして(風 はどこに,吹 き口をつくろうとしているのか)

　 　 そよ風もくわわ り,島 をつつんそしまった

　　 風はクキから吹き,稲 妻がうちつけるだろう

　　　　　　　　　 .〆!

この ときの 日ごとに変わ る風 も,や は り4つ のカテゴ リーにおさめ られ,そ れぞれ
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特殊な名称を持っている(図4参 照)。

　 3.ク キ(北 西 風)の 歌

Dogai　 wauralaigと よばれ る〈こと座 〉の夜 明け まえの昇天 が クキの季節 のは じま

りをつ げ,Dogai　 kukilaigと よぼれ るくわ し座 〉が昇天す ると,と きは本格的 な ク

キなのである。

Palamunia gar me ulaik  e kibuya 

Maludh me gar palamunika, kedha maiya pautharka  e 

Ya dhaudhaya gururidhiya e, Kukilaig e, Wauralaig e 

Ipal ngadhe singenu tharaumaka gar, 

Ii Wauralaig e, wagel Metakurab  e Kukilaig  e ya e

(星 座 の歌Eseli　 Peter)

ふ た りが 澄 み き った 空 の半 天 を あゆ も うとす る

海 の よ うな空 に,ふ た りは い ま ま さに 現 れ で よ うとす る

あ あ,ダ ウ ダイ　(ニ ュ ーギ ニ ア)の まん 中か ら,ク キ ライ グ と ワ ウラ ラ イ グが

ふ た りは,シ ンゲ15)を 通 した よ うに,数 珠 つ な ぎに並 ん で昇 って くる

イ ー ・ワウ ラ ライ グが さ きに,メ タ ク ラブ ・クキ ライ グが あ とか ら

　 この2つ の星座はともに ドガイとよぽれる老女の妖怪(一 種の山姥)な のだが,そ

れについての説明は省略 しよう。ただ,さ きに述べた ように,風 が四方八方から吹く

のは,こ の2つ の星座がこれから昇天 し,空 をあゆむ旅仕度のために,空 の四隅で腰

蓑をさがしまわ り,古 い腰蓑をなげちらかすためと想像されていた。姿のみえぬ風は,

かれらの風のイメージをどこまでもふ くらませているのである。 ともか く,こ れらの

星座の昇天によって,ク キは本格的になっていく。

Kukian na wad thira lumangul, Kukian na wad thira lumangul 

Kedha paipa nagimeu, gabu urka urgudaka,

15)魚 のえらをとお して魚をはこぶ細い棒のこと。 こと座とわ し座の昇天には1時 間ほどのズ

　レがあ り,そ れらのななめに一直線にならぶ昇天 した姿がシソゲにとおされた魚の形と重な

　るのである。
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Kuki e, bui e, ya gar zial e, kukingu bui  e adan e 

Izaka izale mai  e yarsik

(ク キ の歌Obediah　 Warria)

クキが吹くさきをさが してた　クキが吹 くさきをさがしてた

みろ,風 上を,荒 波が鎌首をあげて寄せてくる

クキだ,黒 雲だ,あ あ,疾 風のような黒雲がクキからあらわれたぞ

イザカ ・イザ レ(ク キの愛称)が 泣きさけぶ

　 クキの風が遠 く,ま さにその方 向に,吹 きは じめた ときの島の情景 である。丘陵 の

背後か らせ りだ して くる真 っ黒な雨雲(inur　 buailaig),裾 礁 をあら う荒波(gabu　 ur),

西 空 の果てに とどろ く遠雷(zibran),不 気 味 な風 の叫 び声(mai)。 これ ら尋常 でな

い あた りの急転 回が,い まだ姿 をみ せ ぬ クキの 風 の正 体 を暗 示 し(tonar　 ma-

ingttzimal),い や が うえに も,せ ま りつつあ る 「クキの到来 」の緊迫感 をもた らす の

である。私 のイ メージのなか では,ま るで,タ ーナーの 『影 と闇一 洪水のタベ』 と二

重 うつ しにな るのであるが,う が ちすぎであ ろ うか。一方 は熱帯の 自然,他 方はイ ソ

グラン ドρ 自然 と人間 との出会 いなのであるが。

　 これ らに,は げ しい雨(koei　 arilnga)と 稲 妻(pan　 ipan　theren8edh),わ け ても3

写真3　 風のために曲がってしまった樹木
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日3晩 降 りつづ くとい うベ ラプイカ ・ナ ガイ ・ア リ(Berapuika　 nagai　 ari屋 内 で屋

根 の こまいを眺めつづける雨 の意),川 を よみがえ らせ,足 早に走 りぬけ,乾 期につ

もった川 口部 の砂堆 をつ きや ぶ る水流(bubu),荒 れ た海の に ご り(thi〃iethi〃lei

ugul),1年 の 最高潮位を記録す る高潮(koei　 ur)と 大 引 き潮(kaine　 gatha),そ れ

に島の風上の側 とは対照的 な風下の側の凪(idi),海 上 に大発生す る クラゲ(た π∫),

そ して さきに述べたわ し座(Metakurab　 kukilaig)と こ と座(li　 wauraiaig)を あげ

れぽ,か れらの クキの風 に よって,こ れまで喚起 されたイ メージの連鎖はほぼお さま

るか もしれない。 クキの多 くの歌は これ らのイメージとの呼応をあらわ してい る。

　 しか し,な ん といって も,ク キ との出会 いにおけ る,か れ らのイマジネーシ ョソの

源泉のひ とつは,風 その ものの強 さ,は げ しさ,そ の怖 さなのである。

 Kuki  ngalmun guub gar e,  Kuki  ngalmun guub gar e 

 Kukian zar apa o, kabuthan zar apa o

(ク パ ・クキ の歌 　 Zakaria　 Warria)

クキ　おれたちの風だ,ク キ　おれたちの風だ

クキ　木々をなぎたおす　おしたおす

　 この地 で木 をたおす風 といえば,サ イ クロンをのぞ くと,ク キ しか ない。 しか も,

風 速30m/sを こえ るのは,か れ らが 〈Danangu　 garia　tharai　guub(目 を そむけ,身

体 を よじる風)〉 とよぶ クキか,〈Kupa　 kuki(ク パ の実をお とす クキ)〉 だけである。

それ らの風は,な ん とい って も,か れ らに恐怖 感を よびおこ し,そ の時期 をむかえ る

ことはかれ らを憂欝 にもさせ るのである。

　 で も,そ んな憂欝 さにつなが るような怖 さはかれ らの歌 にはな らない。 この歌はそ

れ よ りも,ワ ウール ・ゼイ ・ナイガイの風が足 もとに もお よぼない,ク キの恐 ろ しい

力強さを表現 してい るのである。 しかも,そ れを くおれた ちの風(ngalmun　 guub)〉

と言いあらわすのは,そ の骨身に染みている リア リテ ィを もった力強 さへ の共感 と,

まえの節 でふれた海峡域 をめ ぐる集団構成 の風にちなんだ区分のなかで,自 分 たちが

まさに〈Kukiau　 gubalgal北 西 風の人び と〉であるか らなのだ。そ して,か れ らのイ

マジネーシ ョンにおいては,こ の歌は,島 々間対抗の ダソス コンクールにおいて・み

ずか らが勝利をお さめた ときの凱旋 の言葉 〈Kukiau　 gubalgal　 wati　tiamar(お れ たち

クキの風 の人間が ほかの風のやつ らをな ぎたお したぜ)〉 と響 きあってお り,そ れ ゆ
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えに,「 風」は また,か れ らのイデオ ロギ ーを正 当化す る うえで も,一 役 買 ってい る

のである。

　それだか らこそ,か れ らの クキの風 にたいす る思いいれは こ とのほか強 い。 マブヤ

グ島か ら離れて暮 らす人び とに も,情 緒的 な喚起力を もっている。 クキの風 は,ち ょ

うどク リスマスの直前 あた りか ら本格 的に吹 きは じめ る。そ のために,そ れ が吹 きは

じめ る気配が感 じられる と,オ ース トラ リア本土 に出稼 ぎにでかけ てい る者 に とって

は,ま もな くク リスマ ス休暇 とい うこ ともあ って,母 島へ の ノス タルジア(wakai

koma胸 が あつ くなる)を いや ましに掻 き立て られ るとい う。

Kutaka na wad gethau dhimural palemka kabuth meka gar e 

Zib na wad zib thaidhamin 

Kedha maia, zibran, zibran mathamka  e ya e 

Thurub e, ngalmun guub amadh asin 

Kukian sipa lagal si dhad palaminu e 

lagia pudhema Kulanabia senakai ulaik e 

lagal senakai, kala gar idi pudhi

(ク キ の歌 　 Obediah　 Warria)

昼下が り,ゲ タウ・ディムラル(手 の指の形の雲)が せ りだ し,ひ ろがってい く

ときをたがえず,ジ ブラン(遠 雷)が とどろきわたる

トゥルブ(ク キの愛称),お れたちの風が近づいた

クキが島から島へと吹きわたる

おれたちの島 じゃ,ク ラナブの谷を吹き進むだろうな

島の風下 じゃ,凪 ぐだろうな

　仕事場をつつむ クキの気配にさそわれて,島 の情景が うかびあがって くる。かれ ら

のイメージは具体的な事物をはなれない。まさに,具 体的な事物にこそ,か れらの感

情の源泉があるからだ。マブヤグ島のクキの風の通 り道であるダダクラやクラナブの

谷。その風下のゆく手には,家 族の暮 らす村があ り,さ らにその先には,ク キの季節

でも,お だやかな,凪 いだ海がひろがっている。あえて,村 も家族のことも,歌 には

お りこまない。みずからが クキの風 となって,ダ ダクラや クラナブの谷をこえれば,

そこには,お のずと村の姿も家族の姿 も立ちあらわれてくるからである。
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　 「愛 しけや し我家 の方 よ雲居起 ち来 も」(古 事記)と い うところであろ うか。

　 こうした歌 は,そ れ を歌 うものたち も,〈wakai　 koma(喉 が 熱 くな る,胸 が こみ

あげ る)〉 に させ,自 分たちの島への情緒 的な愛着(sensitive　 attachment)を よびお

こし,ま た一方 では,歌 を とお して,そ れ を社会が個人 に植 えつける文化的 な コー ド

ともなってい る。

　そ うした歌の機能 とい う点か らみ ると,歌 は,歌 い こまれた情景の身体的 な喚起 と

ならんで,個 人に よっては,そ れが作詞 ・作 曲された場所 や時,作 詞 ・作 曲者 のおか

れ ていた状況,あ るいはみずか らがかつて歌 い,踊 った折 々のあ りさまも,同 時 によ

び おこす。それは意識的な,反 省的思考 とい うよりも,ま さに歌 い,踊 ることに よっ

て,お のず とよびお こされるのである。かれ らと歌の ことを話 してい ると,そ の こと

が よくわかる。

　事実上,自 分 たちの言葉で記 録をつ くることのないかれ らに とって,歌 いつがれた

歌 の数 々が歌 いつがれ る うちにそれぞれ の個人の うちに沈潜 し,炭 にまとわ りつ く雪

の ようにふ くれあが った,あ るまとま りをもった個人 史 としての記憶 の束が構成 され

る。それ らは どち らか といえば,叙 事 的なこ とが らよ りも,情 動的な性格 のものが多

い。かれ らは,そ れを最初か らけ っして意 図 してい るのではないであろ うが,〈 歌 〉

とい うモー ドのパ フォーマ ンスは,結 果 的に,か れ らの膨大 な記憶装置 として も機能

してい るのである。

4.ワ ウール(南 東 風)の 歌

　 この季節は乾燥性がい ちじるしい。空は水平線 のきわ まで澄みわた り,一 方,海 上

では,強 い風が吹 きつけ,珊 瑚礁 に,波 が くだけ散 る。かれ らは,風 とともに,星 や

星座 の動 き,ま さに 日中 のコバル ト・ブルーやエ メラル ド・グ リー ソの海 と好対照を

なす,く だけ散 る白い波 しぶ きの妙 に心を うばわれ るのである。

Inur napaiki gubau paruia 

Maalu ugu  palanu, naki Sageran, Dhamu dhadha kabuthnu 

Sageran Keken Dhamu thoeraka mathaman e

(ケ クの歌 　 Eseli　Peter)

黒雲が風上にそって風のまえを動いていく

海はにごり,サ ゲール(南 東風)が アマモをなぎたおす
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サゲールがケクの星をダムの丘のうえに打ちあげる

　風が星 を打ちあげ る,あ るいは蹴 りあげる とい う自由な発想はかれ ら独 自のものな

のであろ うか。 もちろん,そ の発想には,ワ ウールとい う風の身体的な経験 の リア リ

ティがふ くまれてい る。 星は,夜 明け まえ,い ったん東の空に姿をみせは じめ ると,

日ごとに,日 の出 とのあいだに間隔があ き,昇 天 の相対的な時間が早 くなる。村び と

は,星 が ワウールの強い風に押 しあげ られ るためだ,と も言 う。

　それは ともか く,ケ クの星(エ リダヌス座のア ケルナル)が,夜 明け まえ,南 東 の

空,よ り正確 にはモ ア島のパ ウダル(Baudar)の 丘 の うえに姿をみせ ると,ク キの

季節 は終わ りをつげ,い よい よワウールの きざし(tonar)が あ らわれは じめた とい

うことにな るげ 島の東部海岸に位置す る村 では,ク キの風は背後の丘陵 にい くぶん遮

られ,村 のまえの海 は比較的凪いでいるのだが,ワ ウールの風がふたたび前浜 の海 を

荒れ させ,な ぎたお された アマモ(Cy〃iodocea)が 海 浜に も打 ちあげ られ るのであ

り,前 浜の,急 激 な変化がかれ らを強 く魅 きつけるのであ る。これは,本 格的な ワウー

ルの最初 の風 と して知 られ ている。

　 とい っても,こ れが南東風 の最初の もの とい うわけではない。 これに先立 って,3

月 の末 ごろか ら,南 東風 はい く度か吹いている。それ らは,〈Kusau　 pauthai　 Waur(川

の 口を とじる ワウール)〉,〈Purau　 kadaka　 thiai　Waur(浜 辺 のつ る草をなげあげ る

ワウール)〉,〈Wanau　 kausa　 lupai　Waur(ワ ナ の花 をゆ らす ワウール)〉 と言いあ

らわ され,こ れ らの風の名称 は,あ ま りに も素朴 といえば素朴 であるが,具 体的 な自

然,こ ころの嚢 にきざまれ る風景か らはなれてお らず,つ ねに感情 のゆ らぎをつ なぎ

とめてい る。

　 主旋律(tune),音,歌 詞 についての知識,こ れ らの作詞 ・作 曲法は親子,オ ジ ・

オバー オイ ・メイ(類 別的親子)な どの関係を通 じて継承 され る。 とい うよ りも,作

詞 ・作 曲す ると,最 初,子 供やオイ ・メイに歌 って聞かせ,そ の意味 内容を説 明す る

とい うのであ る。それ が,同 時に作詞 ・作 曲を習 うとい うことであ る。村び とたちは

作詞 ・作 曲者を知 らな くて も,そ の歌 の主旋律 ・音 ・歌 詞の内容か ら,そ の家系を推

測す ることができる。 さきに掲げた歌 の作詞者 であるEseli　 Peter氏 の家系は,と く

に,こ の ワウールの季節 の星空や泡 しぶ き(sik)の 歌 が多 い。かれ の娘,　Maurie

Eseliさ ん も,そ れを得意 とす る現代の作詞 ・作曲者(Nau　 imaizi　mabaig歌 を みつ

け る人)の ひ と りであ る。
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Siga lagangu ngapa danami, thanamun yabuya tadik 

kedha wara dhagam kibuka 

a titui adada naka pudhema  e ya e 

Kedha nagimeu  ina ziagi maia, titui titui adada naka pudhema  c 

Kedha maya gubal thaiaumaka, koei Dakatir Dakatir e 

Nabeka napaiki elug tharema paruia Kekenika tonaria thiaika e 

Titui adada naka pudhema e

(星 の歌 　Maurie　 Eseli)

遙かかなたの地からあらわれ,か れらの道をあゆんでゆ く

天涯のもうひとつの端にむけて

星が,空 の果てまで,キ ラキラ輝いてるよ

ながめてごらん,雲 ひとつない空を,

星が,空 の果てまで,キ ラキラ輝いてるよ

ああ,い まや風が吹きあげる,ダ カティールを

風上のケクのまえに,黒 雲が立ちこめ;と きはケクに移ろうとしている

星が,空 の果てまで,キ ラキラ輝いてるよ

ダカテ ィールは ケクの星 とともに,ワ ウールの季節 の到来を予知 させ る星座である。

写真4　 マブヤグ島の裾礁にくだける波

226



松本　　風の民族誌、あるいは風の民族詩

それ ら二つの星座 と星は,ワ ウールの風に吹 きあげ られ る と想定 されているのであ る

が,そ れに さきだ って,雲 ひ とつない,こ ぼれ るような星空の南東の隅に,黒 雲がお

しだ され,こ れ らが島び との ワウールのは じま りのイ メージを構成 しているのであ る。

　南東のモア島のバ ウダルの丘における,こ の黒雲,ダ カテ ィール,ケ ク,荒 れ る海,

そ れにそれ らとイメージにおいて呼応す る,は げ しい ワウールの風。 これ らは,ナ イ

ガイ期 のパ ナイの小さな入 り江における,萌 黄,コ コヤシの揺れ と葉ずれの音,月,

凪 いだ海,そ れにそれ らと呼応す る,も のやわ らかなナイ ガイの風 と好対照をな して

いる。 それ らは,か れ らの論理的な選択 の結果 とい うよ りも,人 間 のも うひ とつの能

力であ る,ワ ウールの風の〈動 〉とナイガイの風 のく静 〉に よって引 きおこされた身

体イ メージの,そ れぞれ収敏 してい くイ メージの連鎖 の偶然の結果 なのであろ う。 そ

こに こそ,生 きてい る人間の風景が生 まれるのである。

　 さて,5月 末か ら6月 にかけて,ワ ウールの風がおさまったか と思 うと,突 然,時

ならぬ,強 い西風(Usal　 Kukiプ レアデ ィスの西風)が 人び とを お どろかせ,歌 と

して結晶化 しているもの もあ る。 しか し,村 び との ワウールの自己了解は,な んとい

っても,荒 れ る海,珊 瑚礁に くだけ散 る真 っ白な波 しぶ きである。男た ちは,海 上 で

の仕事 中に,こ の風 と荒 波 にあ お られ て,〈 竈 甲 の うえで まわ る独 楽(ngadhe

mina　 nge　gare　wana　 kararaya　 tardhainu)〉 の ように,翻 弄 された思いや,〈 波間を

とびはね る大鰭(ngadhe　 gubau　 dabui　 ina　bauwanu　 nalabika)〉 の ように,大 波 に

揉 まれ なが ら,や っとの思 いでのがれたあ りさまを歌に した ものが多い。 しか し,女

たちは陸上か ら,珊 瑚礁 につ きあた る海 鳴 りの音に耳をかたむけ,く だけ散 る波 しぶ

きの姿 に,心 を うばわれ る。

Usalai naki kuth puzik e 

Bau nugu aranu, bau saiidika 

Sik, sik palga paleka  e nugu aranu  adhal e 

Sik palga paleka ngadhe kedha 

M. A. B. U. I. A. G. I. S.  L.  A. N. D.

(マ ブ ヤ グの歌Maurie　 Eseli)

午後のにごった潮がゆった り引いてゆく

波が渦潮のなかに落ちこんでる

波がくだけ,真 っ白のあわが渦潮のまわ りに飛び散ってる
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飛 び散 る あわ が,ま るで"マ ブ ヤ グの 島"と 言 っ て るね

Ngadhe karbai tharema bauwau thoeria 

Thoeria napaiki sik thanurima, sik laysadh yuka e 

Aranu nagu bau ngadhe sapukaazi nithaik, 

Sik, sik bauwau thoeria

(あ わ 立 つ波 の歌 　 Maurie　 Eseli)

よせ くる波の背に,ま るでカル・ミイ(白 鷺)が 立っているみたい

風上の波の背にそって,真 っ白なあわが居並び,

まるでレースの縁どりのようだわ

渦潮のまわ りで,波 がくだけ散 り,

まるで,し ぶきの子供たちがすわっているようね

意識によって制御された日常のこだわ りをとりされば,人 のイメージの連鎖は広が

ってい く。かれ らは,歌 のなか では,

「まるで,～ の よ うな(ngadhe)」 と

写真5　 ダンス用の頭飾 り、デ リ

いうアナロジー(比 喩)を 多用す る。

アナロジーの基盤はなによりもリアリ

ティをもったイメージの呼応にある。

ワウールの季節でも,う えに述べた以

外に,パ イダム(鮫 座,北 斗七星)が

ひきおこすと考えられていた大凪の海

を 「カイのようだ」とたとえ,岩 礁に

くだけ散る白波のしぶきを 「デ リ」 と

たとえるのである。カイは精選 された

パンダナスの葉からつ くられた肌理の

こまかい敷物であり,デ リは真 っ白な

海鳥の羽でつくられるダンス用の頭飾

りである。頭頂から耳の下まで放物線

状に,真 っ白な羽が顔をとりかこむ頭

飾 りは,ま さに錐形の岩礁 のまわ りに
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くだけ散る真 っ白な波しぶきと二重 うつしになる。そ して,か れらは,そ の波 しぶき

@κ)と 水泡を,こ れまた白鷺のやわらかな羽毛でつ くられた踊 りの小道具に結晶化

させている。

　それはたんなる視覚などという物理的な刺激の類似性によるのではない。そこには,

つねに,一 方では人間の情緒的なゆらぎによって生じた浮遊するイメージの安定化を

求めようとする動 きと,他方ではそれぞれの事物についた情緒的喚起の相乗によって,

その本質にせまろうとする生きた人間の創造性がはたらいているのである。

5.ゼ イ　 (南風)の 歌

文化接触 以前,ニ ューギ ニア との交易がお こなわれていた ころや,戦 前,真 珠 貝を

さかん に採 って いた ころに は,南 風 は マ ブヤ グ島か ら北 にむ か う 「旅立 ち の 風

!yawarau　 guub)」 で もあ ったのだが,今 日,そ の意味合いは村び との意識か らほ と

ん ど消 えて しまった。「南風は冷たい」 と異 口同音に 口にす る村 び とに とって,ど ち

らか といえば,う とま しい風なのである。全貌がわか らないか ら,差 しひかえ るべ き

なのであるが,い ま手 もとにある101曲 の うち,南 風 につ いては,8曲 を収録で きた

にすぎない。

Jei e, Jei  e pudhema e 

Jei e, Jei  e kaziu  ngulai maiya e 

pudhema Waibeniya e

(南 風 の 歌Fr.　 Michael　 Bani)

南風,南 風,吹 いている

南風 南風 どうしているだろう,子 どもらは

ワイベンをとおって,吹 いてくる

　セ レナーデ風の単調な,ゆ った りとした リズ ムにのせ たこの歌は拝 景歌 とい うよ り,

好 情歌 である。南風は,乾 ききった7,8月 に,と きお り,オ ース トラ リアの大陸 か

ら吹いて くる,も っとも冷たい,強 い風であ る。 この冷た さが,離 れ て暮 らす子 ども

た ち,そ れ もこの風が吹いて くる方 向の木曜島(ワ イベン)に 暮 らす子 どもたちの こ

とを想わせ るのである。 この歌 には,ワ イベン をタイメール水道 と変 えただけの異歌

もある。
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　 しか し,そ うした拝情歌ぽか りではない。「自然詩」あるいは 「機会詩」 として,

作詞者がおのれの 「とき」をみいだした秀歌もある。

 O baiwau  e pinitai  e paituratai  e  ari 

Bailudya Ubarau Jei nukadka gar o 

Thaimerau Keinabu thaianu 

Jei gar  e bagan mulema

(ス モ モ の南 風 　 Kadiab　 Gaulai)

おお,ス モモの実のほこりを洗った雨,

明け方,ウ パラウ ・ゼイ(ス モモの南風)が 吹きあがる

タイメール水道を走 りすぎ,

南風がはげしく吹 きすさぶ

　 なつめの形 を した スモモの実,乾 いた南東風にあおられた砂 ぼ こ り,そ の砂ぼ こ り

を まとって,く す んだ実が早朝 の雨 に洗われて,つ やのある,深 い紫紅 の色を輝かせ

る。海 峡の諸 島樹 と してみ んなに愛 されてい るウバ ール(Mimusops　 elengi　L.,ミ

サ キノハナ)が この7月 の中旬か ら8月 の上旬にかけて,実 を色づかせる時期 なのだ。

在地 では,野 生のスモモ として知 られ るこの実を食べる と,ふ たたび この地に帰って

くるとい う。

　 なが くつづ く南東風のために乾 きき り,砂 ぼ こ りにつつ まれた世界を癒 して くれ る

ような早朝 の雨。作者はその一服 の清涼感をスモモの色鮮や かさにこ とよせてい る。

しか し,そ れ もつかの間,一 年 中で,ま れに しか吹かない,冷 た く,は げ しい南風

それ もつねにその水路を通 って,北 方 のマブヤグ島のほ うに吹 きあがる。 それにちな

んだくスモモの南風 〉。 タイ メラウ ・ケイナブは金曜 島とプ リンス ・オブ ・ウェール

ズ島 とのあいだの南北に走 る水路であ り,南 風の名所 ない し歌枕 なのである。そ して,

南 風がお さまったお り,人 び とは 〈kapu　 gubaginga(風 もな く,い いお 日和 ですね)〉

の言葉をかけあ うのである。

　 以上,こ れまで,ナ イ ガイ,ク キ,ワ ウール,ゼ イとた どってきた。それぞれの風

は,マ ブヤ グの人 びとともに,ど の ような世 界の図柄を描 きだ しているのか,ほ ぼ明

らかになった ことと思 う。マ ブヤ グの人び とは,目 にみえぬ,捕 らえ ようとして とら

え られ ない,そ れゆえにイマ ジネ ーシ ョンを よびおこす 「風」 を鏡 として,み ずか ら
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の姿を映しているのである。マブヤグの人びとと 「風」とのあいだに通いあうものが

あり,風 の変容はみずからの変容でもあ り,呼 応しつつ,た がいにその本性を映しあ

っているのである。自然は鏡 として,論 理以前のところで,人 間を映 しだすのである。

V.む すびにかえて

　 1975年,私 が は じめてマ ブヤグ島を お とずれ た とき,あ る老人(Tabitiai　 Mooka

氏)は 「マブヤ グのほ ん とうの名前 はマ ブヤ グ ・ウル ピ ・ギグ ・ブイエ ッ ド・ラス

(Mabuiag　 Urupi　 Gigu」Payed　 Ras)で,あ の世 の娘 ウーガが恋人 のいるこの島にや

って きて,は じめて この島を見た とき,私 の島(ngUZU　 lag),う るわ しの島(kaPU

lag)と 言 いなが ら,名 づけたんだ」 と語 って くれた ことがあ った。

　その後,い く度か マプヤグを訪れ たが,最 近,か れ らの風の ことが気 にな りだ し,

1989・90年 の訪問 では,そ の ことに焦点を当 ててみたのであ る。T.　Mookaさ ん は

す でに この世 の人 でな か った が,マ ブヤグ島 出身 の言 語を 中心 とした民俗 研究 家

Ephraim　 Bani氏 に よると,マ ブヤ グ ・ウル ピ ・ギ グ ・ブイ エ ッ ド・ラスは,「 ウル

ピ(快 晴の大凪),ギ グ(4つ の風 の島),ブ イ エ ッ ド・ラス(大 荒れの クイ ック ・パ

ッ ドか らの南 東風 に よる波 しぶ きの もや)」 とい うことであった。 まるで,万 葉 集の

「国見の歌」,「 うま し国ぞ」な らぬ,「 うま し島ぞ(KaPU　 lag)」 な のであ るが,要

す るに,マ ブヤグの島 とは 「風 の島」なのである。 それが,島 び との自己了解なので

あ る。 それゆ え,こ こでは,風 を窓 口として,そ のむ こ うに見えるマブヤ グの人 びと

の風景を,あ るいは風を鏡 として映 しだ されたマ ブヤグの人び との姿 を,一 部描 いて

みたわけである。

　 音楽にかん して門外漢の私が歌 を とりあつかわなけれぽ ならない ことにな るとは,

当初,予 想 もしていなか った。 しか し,誤 解のない ようにいっておげば,私 が歌 を と

りあつか っているか らといって,私 は民族音楽 の研究を意 図 してい るわけ ではな く,

あ くまで,問 題は人 間 と自然なのである。

　 われわれが,ト レス海峡諸 島を訪 問 しは じめた ころに,わ れわれ と平行 して調査を

進めていたB.ニ ーチ ュマン 氏が描 きだ した,マ ブヤグの人び との経世 のための 自然

も,ま さにかれ らに とって,ひ とつの 自然 であろ う。統御 しようとして も,統 御 しき

れない狩猟環境や狩猟対象 とい う自然に,人 間 のひ とつの能力である差異に注 目しつ

つ分節化 し,そ こか ら論理的に組み上げて,文 化 として,統 計的近似値 と しての 自然

の姿を構成す る。そ の構成 された 自然を とお して,〈 生の 自然 〉に対応す る。人 間が
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人間た る,最 大の能 力はそ こにあ り,そ れ以外の く自然 〉のあ りような ど,人 間は知

る よしもないのか もしれ ない。それ以外 のく自然 〉な どとい うのは,神 秘 家や宗教家

のい う妄語にすぎないのだ ろ うか16)。

　 しか し,マ ブヤ グの人び とが,風 の歌を とお して,垣 間見せて くれた 自然はいった

い何 なのであ ろ うか。 そ こには,B.ニ ーチ ュマンソ氏 が描 きだ した もの とは異 質 な

く 自然 〉があ る。生 きた 自然 と人 間 との交流がある。そのなかには,か れ らにとって,

イ メージと して使 い古 され,文 化のなか に とりこまれ,飼 い慣 らされて しまった自然

もあるであろ う。 そ して,言 葉に移 しか えられて,言 葉だけが浮遊 してい る擬似的 な

自然 もあ るであろ う。

　だが,か れ らはつね に新た な歌 をつ く り,イ メージを更新 しようとす る。 しか も,

それ らは,画 布 にではな く,歌 唱 ・ダン ス として身体 とい うキャン パ スに描 きだす の

である。歌が生まれるときも,歌 われ,踊 られ るときも,日 常的 な 目的性を もった意

識 に よって当然視 され てい る自然の こだわ りか ら解 き放 たれ ている　 [TUAN　 l977:

128】。 いや,あ る意味では,自 己を解 き放 とうと努 力す る。 まさに,歌 い,踊 ること

は意識の世界か らみずか らを解 き放 つ ことへ とい ざな うのである。

　 自然のイ メージの更新,そ れは,自 然 と文化,あ るいは 自然 と人間 との直接無媒介

な呼応関係[岩 田　 1986:13】 の更新 ともいえ るか も しれない。 自然に共感 し,自 他未

分 の状態 【藤岡　 1974:141】 に なっているのか も しれない。

　そ うだ とすれぽ,そ れに よって,か れ らはい ったい何をめざ しているのだろ うか。

歌 をつ くり,歌 を歌 い,踊 るとき,い ったい,か れ らは何を感 じてい るのだろ うか。

そのことを,か な りの村び とに問いかけ てみた。それがつ くられた ときの作者 のおか

れ ていた状況,そ れを歌 った折 々の思い出,あ るいは 日常的なそれぞれの風が吹 く季

節 の物思いな ど,歌 と踊 りの周辺にま とわ りついてい るもの ごとについては,い ろい

ろ と聞 くことがで きた。 しか し,歌 や踊 りその ものについて,返 って くる答えは,「 楽

しい」,「 うれ しい」,「幸 せだ」。ただ,そ れだけ であった。 それ以外なに も聞けなか

ったσ

　 それゆえに,今 の私には,か れ らに とって,も うひ とつの 自然の リア リテ ィとは,

理 屈ぬ きの世界,意 識にか らめ とられた効用 など関係のない無 目的の世界,し か し,

身 体性をおびた生命 の飛躍 のお こる,心 お どる世界 である,と 結ば ざるをえないので

ある。

16)こ の点について,若 干の学説史的展望を拙稿 【松本

　照 してほしい。

1989】 に お い て試 み た こ とが あ る。 参
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　しか し,そ の結論はあまりにも,そ れこそ飛躍しすぎている。この報告は,あ くま

で中間報告である。私 自身,か れらの日常的な,身 辺雑事の,タン ジブルな世界にお

ける諸行為 と風という問題を整理 したあとで,ふ たたび,こ の自然と人間という問題

を考え直してみたいと思っている。

　ただ,今 日,マ ブヤグをはじめとした トレス海峡諸島の人びとが,量 で計 られる世

界の市場経済や,わ けのわからぬ 「近代化」の波にさらされ,自 己の足場(ア イデン

ティティ)を 見つめ直そ うとしているときに,生 態学的研究が描きだす,「適応の戦

略」として構成された自然像だけでは,い ささか心許ないように思われ,か れらが足

場をみつめるための確かな素材,し か もできれば,か れらの創造性につながる自然を

さがしているだけである。それは,同 時に私の足場をもみつめなおす自然 となるもの

である。
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距離 静止(位置）)

水 平 上方 下方

風 上 　 風下 　　　 脇

一pai　 -pun　 　-ngapa　 -ka　 　-gu

付録1-a　 マ ブヤグ島における空間的位置および空間的運動にかんする指示語

話'者お よび 人 ・もの の運 動

(話 者 か らの 遠 心 的運 動)

水 平
.ド
→ .tlE→ ド

運動

　 話 者 中心 的運 動

オビ　　'じ・　　白勺　　運　　重力

状 態

上下方向

静 止 運 動

風 、上 　 　風 下 　 　脇

paipa　 -paupa　 -pa　 　・katka　 ・mu】ka

　　　　　　Copa)　 　　 〈kadaka)(muluka〕

水 平

(位置)

上 方 一ka

話者からはな

れる運動 ・人

および物の運動

話者に接近

する運動

話者に平行

した運動

風 上 → 自 己 風 下 → 自 己 脇 → 自己

一palngapa　 　-punngapa　 　-ngapa

上 → 自 己 　 下 → 自 己

一kanagapa　 -gungapa

・kadaka(katka) ・kangapa

話者に平行した運動
水

脇 (ngapa) 一pa 一ngapa

風上

一kaki

水 平 上 下

風上 　　風 下　　　脇

paiki　 -punki-ngapaki-kaki-guki

　　　　　　　　　　　(-ki)

ki(ngapki)

平

風下

'pa1

一pun

下 方 ・gu

一palpa 一palngapa

・paupaCopa> 一punngapa

一paiki

一punki

・muluka(mulka) 一gungapa 1-guki

　　　　lnu

　　　 lna

i　 ipal

　　　　itha

kipa

kaiki

人称および指示代名詞の性 と数をしめす語幹

nu

na

pal

tha

男性 小さなもの

女性 大きなもの

単数

単数

両数

複数

　　　　se(S1}

　　　　(se}nu

　　　　(se}na

se　 　(se)pa1

　　　　(se)tha

　　　 Pl

　　　 Plnu

PI　 Plna

　　　 pipal

　　　 pitha

kai(kau)

*kizika(そ こか らこ こへ)=Kizipai(風 上 か らこ こへ)lKizipun(風 下 か ら こ こへ)

　Bal・:風 上 一 風 下 の ラ イン を横切 る運 動 を しめす 接 頭 辞

話 者 か らの距 離 感 を しめ す 語 幹

i・,kau,ki-,(kai・ 〉:こ こ 、 ～5.6m

se-.(se)nu,lse)na:そ こ 、(個 体 識 別が 可 能)

pi-:む こ う、 み え る が 、(個 体 識 別 が 不 可能)

kai・:ず っ とむ こ う、 み え な い

付録1-b空 間の区分および空間運動に関する指示語の構成



Kusiu　 kadaka　 thiai　Waur

　　　(水 く ら げ を 浜 に う ち あ げ る南 東 風)

Kusiu　 kuki(水 くら げ の 北 北 西 風)

Kuki　 maiu　 sizari(北 西 風 が 沖 合 の 海 上 に あ ら わ れ る)

Methakurab　 na　tharthai　 kukilaig　 anapi,

sena　 kuki　 kuik-aimi

　　　(メ タ ク ラ ブ ・ク キ ラ イ グ の 星 座 が あ ら わ れ る と き、

　　　 ク キ の 風 が は じま る)

Zugubau　 yawarau　 guub,　 jei　guub

　　　(タ ガ イ とカ ン グ の 星 座 の さ よ な ら の 風 、 南 風)

Tagain　 idi,　ngaral　 widhan　 dhaidam　 pagan

　　　(タ ガ イ座 の べ た 凪 、 魚 が 酔 っ た よ う に 水 面 に 浮 く)

Panipan　 yauman,　 kamat　 nathan

　　　(稲 妻 が 言 葉 を 交 わ し 合 い 、 雲 が 赤 黒 くな る)

Tagaiwal　 Kangwal　 pagauman,　 sapu　 laga　sizarai　 ari

　　 (タ ガ イ とカ ン グの 星 座 が 飛 び こ む 、

　　　 しぶ き を と もな っ た 島 に1i陸 す る雨)

Dhaudhai　 sibui　nanaman

　　 (ニ ュ ー ギ ニ ア の 顔 面 を 〈稲.妻 が 〉 打 ち つ け る)

Kangan　 idi,　wapi　 surui　 kaman-asin

　　 (カ ン グ座 の 凪 、 魚 の 内 臓 が あ つ く な る)

Laga　 sizarai　 ari(島 に 」=陸 す る 雨)

Kukian　 kaine　 gatha(ク キ の 最 初 の 大 引 潮)

Daruai　 daruai　 nudual　 kid　a　kidan　 thiaik

　　 (踊 りの 腰 蓑 の 舞 う よ う に 、 四 方 八 方 か ら

　　　投 げ 出 され る風 が 吹 く)

Zeian　 gabu　 gudh-aiimka　 nakatka

　　 (南 の つ め た い 風 が ふ く)

Soeulalau　 naigai　 pudhema(ス ー ラル の 北 風 が ふ く)

Ngazi　 ngazinga　 pidhar　 wiyaik　 kukian

　　 (ゆ っ く りゆ っ く り あ ゆ む 西 寄 りの 風)

Yara　 gubal(疾 風)

Waurau　 koei　 poeyai　 mina-asin

　　 (最 後 の ウ ウ ー ル の 大 風)

Tharapau　 nisau　 palai　ari

　　 (ヤ ム イ モ の つ る の 葉 を 出 させ る 雨)

Kau　 ari(こ ぬ か 雨)

Koei　 soeulal(ほ ん もの の ス ー ラ ル)

Birubiru　 palgin,　 soeula1

　　 (ビ ル ビル 鳥 が 渡 る、 ス ー ラ ル)

Gabu　 palai　ari　tharapka　 adhaika

　　 (ヤ ム イモ の 新 芽 を 出 させ る 雨)

Usal　 padal　 giami,　 sena　 soeulal　 kuik-aimi

　　 (ウ サ ー ル 座 が 丘 に昇 る、 ス ー ラ ル が は じ ま る)

〈Wapil　 mai　 soeulal>〈 ,魚を もた らす ス ー ラ ル 〉

Usal　 padai　 giami,　 Usal-kuki,

Baidamau　 buna　 waradan,　 zagan　 gudhal-adhi

(ウ サ ー ル 座 が 丘 の う え に昇 る 、 ウ サ ー ル の 西 の 風 、

　 バ イ ダ ム 座 が 浜 辺 に 接 し、 小 魚 が 海 面 に 口 先 を だ して い る)

〈Buna　 widhai　 idi,　zagan　 gudal　 adhi>

〈口先 を 接 し、 小 魚 が 口 先 を だ す 凪 〉

付録2　 マ　 ブ　ヤ　 グ　島　の　「とき」

Dogai　 kut-palgin.

　　　(ド ガ イの 星 座 が 海 か ら 飛 び あ が る)

Kireril　 kabutmin　 gubaka(羽 状 雲 が た な び く、 や が て 風)

Dogai　 lu-mathamai　 Waur

　　　(ド ガ イ の 背 を う つ 東 寄 りの 風 、 最 初 の ワ ウ ー ル)

Goiga-ur,　 Ukosar-ur　 kukinu

　　　(日 中 の 満 ち潮 、 ク キ の 季 節 の 二 番]の 大 引 潮)

Panipan　 iman　 naigaika　 gubaka(北 に 稲 妻 、 や が て 風)

Danangu　 garia-tharai　 guub(目 を そ む け 、 体 を よ じ る風)

Dogai　 goigaika　 imaumaka

　　　(ド ガ イ た ち が.太陽 と言 葉 を 交 わ す)

Berapuika　 nagai　 ari(家 の 屋 根 の こ ま い を な が め る 雨)

Danangu　 garia　 tharai　 guub　 mina　 asin

　　　(目 を そ らせ 、 身 体 を よ じ る 風 が お わ る)

Kupa-Kuki　 (ク パ の 実 を お とす 北 西 風,

Wanau　 kausa　 lupai　Waur(ワ ナ の 花 を ゆ らす 東寄 りの 風)

Waur　 kamat　 nathan(南 東 の 空 の 雲 が 赤 くそ ま る)

Gubaginga,　 Birubiru(Pepe)kunia　 thidhi　 Dhaudhaika

　　 (無 風 、 ビル ビ ル 鳥 が ニ ュ ー ギ ニ ア へ 帰 る)

Pep　 Ugu(ベ ア の 濁 り潮)

Kusau　 pauthai　 Waur(川 の 口 を 閉 じ る 東 寄 りの 風)

Kek　 pudhi,　 naigai　 aril　murarai

　　 (ケ ク星 が 落 ち 、 北 か らの 大 雨 、 ク キ の 最 後 の 大 雨)

Thartai　 Jeinge　 pagaik　 keken　 kakuruia

　　 (風 が か わ り、 南 風 が ケ ク の 星 の ドを 突 きぬ け る)

Usal　 awaru　 iudi,　koei　arilnga

　　 (ウ サ ー ル の 星 座 が 水 面 に 映 り、 大 雨 ♪

Kek　 Baudharia　 thaian

　　 (ケ ク の 星 が[南 東 風 に お さ れ て]

　　　バ ウ ダル の 丘 の う え に 飛 び あ が る)

Sazi　 Waur(南 東 寄 りの 大 風)

Keken　 Damu　 thoeraka　 mathaman

　　 (ケ ク の星 が ダ ム の 尾 根 を蹴 っ た)

Keken　 idi,　Keken-kuki

　　 (ケ クの 星 の 凪 、 ケ ク の 星 の 西 寄 り の 風)

Usal　 pudhi(ウ サ ー ル の 星 座 が 落 ち る)

Gil　thaian(ギ ル の 星 が 飛 び あ が る)

Baidam　 muk　 pulalan

　　 (バ イ ダ ム 座 の 口 先 が あ ら わ れ よ う と す る)

〈Baidam　 muk　 pulalai　idi>(バ イ ダム 座 つ 口 先 の 凪)

Baidamau　 tugua,　 Baidamau　 buna　 war　 adhan

　　 (バ イ ダ ム 座 の.大干 潮 、 バ イ ダ ム 座 の 口 先 が

　　　砂 浜 に 上 陸 す る)

〈Baidam　 gata　 widhai　 idi>

　 〈バ イ ダム 座 が サ ン ゴ礁 に 上 陸 す る 凪>

Gil　pudhi,　 gil　guub,　 koei　arilnga

　　 (ギ ル の 星 が 落 ち る 、 ギ ル の 凪 、 大 雨)

Ubarau　 Jei(ウ バ ー ル の 実 の 南 風)

Baidam　 muluka　 naniti,　koei　 gubalnga,　 koei　 arilnga

　　 (バ イ ダム 座 が 逆 さ に 立 つ 、 大 風 、 大 雨)


